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今月の「題字」

    小学校　６年　竜矢さん

　今月の題字を書いてくれたのは、小
学校６年生の竜矢さんです。
　３年生の夏から習字を習い始めた竜
矢さんは小学生の部で毛筆が準４段、
硬筆が準初段の腕前です。
　５年生のときから始めたサッカーを
頑張っているとのことで、週に３回の
練習に、仲間たちと楽しく励んでいま
す。また現在は例年６年生全員で参加
するドッジボール大会に向けて、昼休
みにクラス一丸となって練習に取り組
んでいるそうです。
　将来は大好きな鉄道の運転手になり
たいと話してくれた竜矢さん。近い将
来、志布志駅を出発して多くの人を日
本中に連れて行ってください！

今月の読者プレゼント
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　今月の読者プレゼントは、 ボル

べリアダグリから「ランチパック

プラン招待券」を１人の方に、 加

世田観光農園から「1000 円分の

商品券」を４人の方にプレゼント

します。 詳しくは２５ページをご

覧ください！

SHIBUSHI

C O N T E N T Sもくじ

夢に向かって頑張ってください！
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尚志館高校　
春のセンバツ出場決定！

～大隅から初の甲子園出場へ～

喜びを爆発させる尚志館高校の野球部員
　

１
月
25
日
、
第
85
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
の
選
考
委
員
会

が
大
阪
市
で
行
わ
れ
、
尚
志
館
高
校
が
春
夏
通
じ
初
め
て
の

甲
子
園
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
隅
半
島
か
ら
の
甲

子
園
初
出
場
と
い
う
快
挙
で
す
。

　

尚
志
館
は
昨
年
秋
の
九
州
地
区
大
会
予
選
で
準
優
勝
。
そ

の
後
、
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
九
州
地
区
大
会
に
出
場
し
、

見
事
に
ベ
ス
ト
４
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

同
校
野
球
部
の
新
原
晃
太
主
将
は「
甲
子
園
で
は
元
気
に
、

練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、初
戦
突
破
を
目
指
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

春
の
選
抜
高
校
野
球
は
、３
月
22
日
か
ら
開
会
さ
れ
ま
す
。

2013.2 ■市報しぶし　2

選手たちから胴上げされる野球部の鮎川監督

男女がともにいきいきと暮らせる社会のために
　　　　　　～男女共同参画社会の実現を目指して～
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生活習慣病の早期発見・ 早期治療で、生き活きライフ 

目 指 そう特 定 健 診 受 診 率 日 本 一 
志みんな健診で安心プロジェクト 

特集

・・・４

尚志館高校、春の甲子園に出場決定！ ・・・２



１ 　政策・方針決定過程への女性の参画拡大
２ 　男女共同参画の視点に立った社会制

度・慣行の見直し、意識の改革
３　男性、子どもにとっての男女共同参画
４ 　雇用等の分野における男女の均等な

機会と待遇の確保
５　男女の仕事と生活の調和
６ 　活力ある農山漁村の実現に向けた男

女共同参画の推進
７ 　貧困など生活上の困難に直面する男

女への支援
８ 　高齢者、障害者、外国人等が安心し

て暮らせる環境の整備
９ 　女性に対するあらゆる暴力の根絶
10　生涯を通じた女性の健康支援
11 　男女共同参画を推進し、多様な選択

を可能にする教育・学習の充実
12 　科学技術・学術分野における男女共

同参画
13 　メディアにおける男女共同参画の推進
14 　地域、防災、環境その他の分野にお

ける男女共同参画の推進
15 　国際規範の尊重と国際社会の「平等・

開発・平和」への貢献
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男
ひ と

女がともにいきいきと
暮らせる社会のために

～ 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現 を 目 指 し て ～

提
言
に
向
け
て
の

基
本
的
な
考
え
方

　

平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
「
志

布
志
市
男ひ

と女
が
と
も
に
輝
く
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
各

課
が
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
目
標
へ
の

達
成
率
や
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
懇
話
会
が
評
価
し
、
提
言
を

行
い
、
そ
の
こ
と
を
再
度
各
課
で

真
摯
に
検
討
し
、
市
民
と
行
政
の

共
生
・
協
働
が
実
現
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
提
言
は
、
こ
の
５
年
間

で
の
市
民
の
意
識
や
認
識
の
変
化

を
検
証
し
、
改
め
て
新
た
な
プ
ラ

ン
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
実
効
性

の
あ
る
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、「
志

の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
志
布
志
市
の

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
結

び
つ
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

重
点
的
に
推
進
す
べ
き

施
策
へ
の
提
言

①
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
教
育
や
学
習
の
推
進

　　

男
女
が
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

自
立
し
た
個
人
と
し
て
、
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
等
に
お

い
て
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
教
育
や
学
習
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
男
女
共
同
参

画
の
理
念
を
理
解
す
る
こ
と
、
家

庭
や
地
域
、
学
校
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
（
社
会
的
性
別
）
に
と
ら

わ
れ
な
い
教
育
を
充
実
さ
せ
、
育

て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②�

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
男
女
が
と

も
に
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
づ
く
り

　　

男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
て
対
等
な
関
係
を
築
く
た
め
に

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
尊

重
の
意
識
を
持
ち
、
日
常
生
活
や

地
域
社
会
に
お
い
て
、
共
生
・
協

働
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
防
災

活
動
な
ど
、
地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
「
志
」
の
精
神
を
持
ち
、
知

恵
を
出
し
合
い
、
助
け
合
う
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

③
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の

男
女
共
同
参
画
の
促
進

　

仕
事
と
生
活
の
区
分
を
明
確
に

し
、
役
割
に
つ
い
て
も
適
正
な
評

価
が
さ
れ
る
よ
う
、
男
女
が
と
も

に
仕
事
と
生
活
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

両
立
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
へ
の
共
同
参
画
を

促
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
特
に
女
性
が
経
営
、
方
針
決

定
の
過
程
に
参
画
し
、
や
り
が
い

を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
労
働
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
女
性
へ
の
あ
ら
ゆ
る暴

力
の
根
絶

　

あ
ら
ゆ
る
暴
力
は
重
大
な
人
権

侵
害
で
あ
り
、
近
年
、
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
夫
ま

た
は
妻
な
ど
か
ら
の
暴
力
。
以
下

「
Ｄ
Ｖ
」）
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（
一
般
的
に
「
性
的

い
や
が
ら
せ
」と
言
わ
れ
る
も
の
。

以
下
「
セ
ク
ハ
ラ
」）
な
ど
の
問

題
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。　

命
や
人
格
を
脅
か
す
人
権
侵
害
で

あ
る
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
等
が
起
こ

る
背
景
に
は
、
男
女
の
社
会
的
地

位
や
経
済
力
の
格
差
、
性
別
に
よ

る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
、
男

尊
女
卑
の
気
風
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
被
害

の
未
然
防
止
、
相
談
体
制
の
充
実

な
ど
、
Ｄ
Ｖ
等
の
被
害
者
に
対
す

る
救
済
、
支
援
の
た
め
の
環
境
整

備
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
地
域
に
お
け
る
社
会
通
念
・

慣
習
・
し
き
た
り
等
の
見
直
し

　

豊
か
な
地
域
を
創
造
し
て
い
く

た
め
に
も
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
か
ら
改
め
て
現
状
を
見
直
し
、

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
そ
れ
ぞ
れ

の
個
人
の
持
つ
個
性
や
能
力
を
発

揮
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
に

　

平
成
11
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
で

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

は
、
21
世
紀
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
も
様
々
な
変
化
に
対
応
し
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
す
る

た
め
、
平
成
19
年
度
に
「
志
布
志

市
男ひ

と女
が
と
も
に
輝
く
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
（
計
画
期
間
：
20
年
度

～
24
年
度
）」
を
策
定
し
、
男
女
が

社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
が
平
成
24
年
度
で

満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
国
の
新
た

な
「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
（
平
成
22
年
12
月
閣
議
決

定
）」
に
対
応
し
、
市
民
の
方
々

へ
の
意
識
調
査
や
意
見
募
集
を
実

施
し
た
う
え
で
、
今
後
予
測
さ
れ

る
社
会
情
勢
や
、
本
県
の
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
現
状
な
ど
を
踏

ま
え
て
計
画
内
容
を
見
直
し
、「
第

２
次
志
布
志
市
男ひ

と女
が
と
も
に
輝

く
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
回
は
『
志
布
志

市
男
女
共
同
推
進
懇
話
会
』
か
ら

提
出
さ
れ
た
提
言
を
中
心
に
紹
介

し
ま
す
。

『
志
布
志
市
男
女
共
同

推
進
懇
話
会
』
と
は

　

こ
の
プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
に
、

市
民
代
表
と
し
て
各
種
団
体
代
表

者
な
ど
の
14
名
で
構
成
さ
れ
る
会

で
、活
動
・
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
会
委
員
が
、
市
内
の
様
々

な
団
体
（
子
育
て
中
の
保
護

者
、
仕
事
を
持
つ
母
親
等
）
に
直

接
実
施
し
た
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
、
平
成
23
年
度
に
市
民

２
０
０
０
人
を
対
象
に
実
施
し
た

「
男
女
共
同
参
画
住
民
意
識
調
査
」

を
集
約
し
、
分
析
結
果
を
協
議
し

た
後
、
プ
ラ
ン
策
定
に
際
し
て
市

民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
、

提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

男女共同参画推進懇話会委員

◆会長：木村辰美　　◆副会長：川畑充子 
◆ 委 員： 一 般 公 募 者 ２ 名、 教 育 委 員 代 表 1 名、

校区公民館連絡協議会代表 1 名、小・中学校長
代表 1 名、地域女性連絡協議会代表 1 名、民生
委員代表１名、人権擁護委員代表 1 名、認定農
業者代表１名、そお鹿児島農業協同組合代表 1
名、 大 隅 地 域 振 興 局 代 表 １ 名、　 曽 於 畑 地 か ん
がい農業推進センター代表１名　　　【計 14 名】

男女共同参画社会基本法
５つの基本理念

１　男女の人権の尊重（第３条）

要旨�：男女の個人としての尊厳を重ん
じ、男女の差別をなくし、男性も
女性もひとりの人間として能力を
発揮できる機会を確保していく。

２�　社会における制度又は慣行につ

いての配慮（第４条）

要旨�：固定的な性別役割分担意識にと
らわれず、男女が様々な活動がで
きるよう社会の制度や慣行につい
て考えていく。

３�　政策等の立案及び決定への共同

参画（第５条）

要旨�：男女が、社会の対等なパートナー
として、いろいろな方針の決定に
参画できるようにする。

４�　家庭生活における活動と他の活

動の両立（第６条）

要旨�：男女が対等な家族の構成員とし
て互いに協力し、社会の支援も受
け、家族としての役割を果たしな
がら、仕事や学習、地域活動がで
きるようにする。

５　国際的協調（第７条）

要旨�：他の国々や国際機関とも相互に
協力して取り組んでいく。

男女共同参画基本計画（第３次）

15 の重点目標

　市民一人ひとりが、性別にかかわらず、一人の人間として個性や能力を十分に発揮できる男女共

同参画社会を実現させるためには、人権の尊重、男女平等の意識づくりが重要です。また、そのよ

うな環境をつくるには、学校、家庭、地域等における教育や学習の果たす役割が重要となってきます。

　志布志市では市民一人ひとりがそれぞれの生き方を自由に選択し、男女に関わらずともに認め合

い、尊重しあい、自分らしくいきいきと暮らせるまちづくりを目指すことを基本理念とし、様々な

取り組みを行っています。

写真①：男女共同参画推進懇話会の様子

写真②：「志おごじょ隊」検証の様子（詳しくは７ページ）

写真③：懇話会の木村会長が提言書を手渡す様子

写真①

写真③

写真②
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⑥�

子
育
て
支
援
及
び
高
齢
者
、

障
が
い
者
の
安
定
し
た
地
域

生
活
へ
の
支
援

　

子
育
て
は
、
次
世
代
の
担
い
手

を
育
成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

地
域
や
社
会
全
体
で
支
援
す
る
取

り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
子
育
て
に
専
念
し
た
い

人
や
仕
事
と
の
両
立
を
望
む
人
の

た
め
に
、
ど
ち
ら
で
も
選
択
で
き

る
、
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

育
児
相
談
施
設
の
充
実
や
周
知
な

ど
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
こ

と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
を
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
だ
け
の
世
帯
や
、

単
身
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
現

在
、
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
安

心
し
て
生
活
で
き
、
経
済
的
に
も

自
立
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
介
護

保
険
制
度
の
充
実
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
ど
の
環
境
整
備
を
行
う
な

ど
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の
生

活
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

育
児
・
介
護
休
業
制
度
の
普
及

や
、
保
育
園
（
所
）・
学
童
保
育

な
ど
の
子
育
て
環
境
の
整
備
の
推

進
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の
介

護
な
ど
の
支
援
は
、
家
族
や
地
域

社
会
全
体
で
取
り
組
み
を
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑦�

政
策
・
方
針
決
定
の
過
程
に

お
け
る
共
同
参
画
の
推
進

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
政
策
や
方
針
決
定

の
過
程
に
男
女
が
対
等
な
立
場
で

参
画
し
、
同
じ
視
点
で
地
域
社
会

の
問
題
を
考
え
、
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
女
性
の

参
画
を
増
や
す
こ
と
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上

で
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

本
市
に
お
け
る
審
議
会
な
ど
の

女
性
委
員
の
登
用
率
は
十
分
と
は

言
え
な
い
状
態
に
あ
り
、
政
策
、

方
針
決
定
過
程
に
女
性
の
視
点
が

生
か
さ
れ
る
機
会
が
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

政
策
や
方
針
決
定
過
程
の
場
に

多
く
の
女
性
が
参
画
で
き
る
よ

う
、積
極
的
改
善
措
置（
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
）を
と
り
な
が
ら
、

女
性
が
本
来
持
っ
て
い
る
見
識
を

伸
ば
し
、
目
標
数
値
の
設
定
や
積

極
的
な
登
用
な
ど
、
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　上記までの提言や、市民の皆様からのご意見をもとに「第２次志布志市男
ひ と

女がともに輝くまちづ

くりプラン」を策定し、男女共同参画社会の実現を目指しています。

「男女共同参画」が実現すると…

家庭がいきいき♪ 学校がいきいき♪ 地域がいきいき♪ 職場がいきいき♪

　家事や育児、 介護を

協力し合うことで家族

の絆が深まり、 時間的、

精神的ゆとりができてき

ます。

　男女がともに地域活動

に参画することで、 地域

コミュニティが強化され、

子ども達が伸びやかに育

つ環境ができます。

　性別にとらわれること

なく、 個性や自主性が尊

重され、 一人ひとりの能

力を発揮することができ

る人材が育ちます。

　働きやすい環境が確

保され、 女性が再就職

し易く、 人材が豊富にな

り、 経済活動や、 生産

性の向上につながりま

す。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
の
た
め
に
、
男
女
が
と
も

に
認
め
合
い
、
い
き
い
き
と
輝
く

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
志
布
志

市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
案
）

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
を

行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
計

画
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
ご
意
見
は
、
計
画
策
定
の
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
市

役
所
本
庁
（
企
画
政
策
課
）
窓
口

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
意
見
募
集
期
間
：

　

�

平
成
25
年
２
月
13
日
（
水
）
か

ら
２
月
26
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
企
画
政
策
課�

男
女
共
同
参
画
係

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
５
５
・
２
５
０
）

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

　

http://w
w
w.city.shibushi.lg.jp

あ
な
た
か
ら
の
ご
意
見
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　志布志市女性支援推進委員は「志布志Ⅰ
アイ

プロジェクト」という会を設立し、様々な女性支

援活動を行っています。そのなかでも、女性の視点に立った防災活動に取り組むため、『志お

ごじょ隊』を結成しました。これは隊員が各家庭を訪問するなどして、防災意識の啓発や情

報の提供を行うことを目的としたボランティア活動です。『自らの命は自ら守る』ため、多く

の人の参加をお待ちしています。

◆現在までの活動内容：
●津波の被害が予想される地域の学校周辺における避難経路の確認

●【命を守る笛】の携帯、どこまで聞こえるかなどの利用の方法についての検証

●人や物を運ぶ際に必要な道具（リヤカーなど）の検証

　高い『志』をお持ちの方を歓迎します。詳しくは下記までお問い合わせください。

男女がともに認め合い、

��いきいきと輝くまちをつくろう

■問い合わせ・申し込み先：

　企画政策課　男女共同参画推進室　男女共同参画係

　℡：474-1111（255）　Fax：474-2281　E-mail:kyoudousankaku@city.shibushi.lg.jp

◆応募資格：20 歳以上の方で、志布志市内にお住まいの女性

◆応募方法：�電話、ＦＡＸ、郵送、Ｅ－ｍａｉｌのいずれかの方法で、住所、氏名、電話番号、年齢、職業を明記し、

「志おごじょ隊入団希望」と書いてお送りください。

防災にも男女共同参画の観点から取り組んでいます！

～隊員募集　志
こころざし

おごじょ隊 （防災女性隊員） ～
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都
城
民
俗
芸
能
祭
に
特
別
出
演

　

12
月
２
日
、
都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
第
６
回
都
城
民
俗
芸
能

祭
」
に
お
い
て
、
志
布
志
市
か
ら
白
鳥
神

社
神
舞
保
存
会
の
「
浦
安
の
舞
」
が
特
別

出
演
と
し
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
浦
安
の
舞
は
、少
女
数
人
が
白
衣
、

赤
袴
を
ま
と
い
、
五
色
の
扇
と
鈴
を
持
っ

て
踊
る
美
し
い
舞
で
す
。

　

舞
手
と
し
て
、
伊
﨑
田
中
１
年
の
高

原
さ
ん
、山
元
さ
ん
、同
２
年
菅
野
さ
ん
、

田
迫
さ
ん
、
田
之
口
さ
ん
、
萩
迫
さ
ん
、

室
田
さ
ん
の
７
名
が
、
白
鳥
神
社
神
舞

保
存
会
の
指
導
の
も
と
練
習
を
重
ね
、

出
演
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
初
々
し
く
優
雅
な
舞
に
魅
了

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

練習の成果を十分に発表出来ました

市民の生命・財産を守る日頃の活動に感謝します

志
布
志
フ
ェ
ス
タ
、
大
成
功
！

　

１
月
26
日
と
27
日
、
鹿
児
島
中
央
駅
ア

ミ
ュ
広
場
で
「
志
布
志
フ
ェ
ス
タ
」
が
開

催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
が
主
催
し

た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
志
布
志
市
内
か

ら
13
社
が
出
店
し
、
志
布
志
市
と
そ
の
特

産
品
の
数
々
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

特
に「
背
白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」や「
黒

豚
三
昧
丼
」
の
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
は
計

３
０
０
食
を
完
売
。
そ
の
他
の
物
産
も
大

好
評
で
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
は
志
布
志
市
出

身
の
歌
手
や
、
志
布
志
ち
り
め
ん
太
鼓
、

よ
さ
こ
い
の
演
舞
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
初
め
て
志
布
志
市
外
で
行
わ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
大
成
功
を
収

め
ま
し
た
。

大勢の人が訪れ、志布志を満喫しました

ユニークなＰＲ、よろしくお願いします！

お
釈
迦
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ
！

　

１
月
15
日
、
吉
本
興
業
『
鹿
児
島
県
住

み
ま
す
芸
人
』
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
メ
ー
カ

ー
が
志
布
志
お
釈
迦
ま
つ
り
「
お
笑
い
Ｐ

Ｒ
大
使
」
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
志
布
志
町
志
布
志
４し

ぶ

し
２
４
番

地
と
い
う
「
し
ぶ
し
」
に
ち
な
ん
だ
架
空

の
特
別
住
民
票
と
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、

Ｐ
Ｒ
を
任
さ
れ
た
２
人
は
、「
ま
つ
り
の

知
名
度
を
上
げ
る
た
め
に
様
々
な
活
動
を

し
て
、
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
い
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ビ
の
竹
之
内
雄
太
さ
ん
は
伊
佐

市
の
出
身
。お
釈
迦
ま
つ
り
の
翌
日
ま
で
、

志
布
志
市
内
を
拠
点
に
市
民
の
皆
さ
ん
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
お
釈
迦
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ

し
、
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
を
独
占
！　

　

12
月
18
日
、
平
成
24
年
度
曽
於
地
区
し

い
た
け
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、
生
し
い
た

け
、
乾
し
し
い
た
け
な
ど
４
つ
の
部
門
で

品
質
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
の
最
優
秀
賞
を
、
本
市
の
生
産
者
で
あ

る
吉
田
一
虎
さ
ん
、
中
川
式
司
郎
さ
ん
、

清
水
陽
子
さ
ん
が
独
占
し
、
本
市
の
し
い

た
け
が
、
味
・
香
り
・
形
の
優
れ
た
し
い

た
け
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
者
で
も
あ
り
、
市
し
い
た

け
振
興
会
長
の
吉
田
一
虎
さ
ん
は
、「
品

質
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
成
果
が
評
価

さ
れ
嬉
し
い
。
こ
の
結
果
を
励
み
に
、
一

丸
と
な
っ
て
更
な
る
品
質
向
上
を
図
り
、

安
心
安
全
な
、
お
い
し
い
し
い
た
け
を
提

供
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。 これからも美味しいしいたけをお届けします

市
臨
海
工
業
団
地
事
業
説
明
会

　

１
月
10
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア

ピ
ア
で
、
県
の
臨
港
道
路
新
若
浜
１
号

線
と
、志
布
志
市
臨
海
工
業
団
地
（
仮
称
）

の
合
同
事
業
計
画
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
若
浜
地
区
背
後
の
汐
掛
地
区
に
あ
る

水
田
地
帯
約
８
㌶
（
準
工
業
地
域
に
指
定

済
）
で
、
県
施
行
に
よ
る
臨
港
道
路
の
整

備
に
あ
わ
せ
、
物
流
ア
ク
セ
ス
面
で
も
優

位
と
な
る
工
業
団
地
を
本
市
が
一
体
的
に

整
備
す
る
た
め
、
関
係
者
に
説
明
が
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

出
席
者
か
ら
は
工
業
団
地
に
つ
い
て
、

「
地
元
雇
用
」
を
期
待
す
る
意
見
や
「
耕

作
放
棄
地
対
策
」
に
つ
い
て
の
質
問
・
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

臨海工業団地（仮称）計画箇所【囲み部分】

霧
島
で
体
験
学
習　

　

１
月
26
日
か
ら
27
日
、
市
の
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
が
宿
泊
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

研
修
で
は
、「
乗
馬
」
や
「
手
づ
く
り

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」、「
ろ
く
ろ
に
よ
る
陶

器
制
作
」
な
ど
の
体
験
活
動
の
ほ
か
、
坂

本
龍
馬
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
、
平
成
24

年
度
の
活
動
を
ま
と
め
た
活
動
新
聞
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
に
参
加
し
た
志
布
志
高
校
３
年
の

桑
原
早
希
さ
ん
は
、「
初
め
て
の
体
験
が

多
く
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。
新
聞
づ
く

り
で
は
、
１
年
間
を
振
り
返
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
こ
の
新
聞
を
見
て
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
人
が
増
え

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
感
想
を

語
り
ま
し
た
。

幕末の偉人について学びました

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
！

　

12
月
21
日
、
リ
ゾ
ー
ト
特
急
海
幸
山
幸

と
、宮
崎
青
島
パ
ー
ム
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
で
、

志
布
志
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
が
主
催

す
る
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ

れ
、
20
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
独
身
男
女
39

名
が
参
加
し
、
４
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
お
互
い
の
自
己
紹
介

や
自
己
Ｐ
Ｒ
で
交
流
が
図
ら
れ
、
参
加
者

か
ら
は
、「
海
幸
山
幸
の
車
内
で
食
べ
た

ち
り
め
ん
三
昧
丼
と
黒
豚
バ
ル
ク
丼
が
美

味
し
か
っ
た
。
カ
ッ
プ
ル
成
立
が
１
番
の

目
的
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
Ｊ
Ｒ
の
利
用
促
進
に
つ
な
が
れ
ば
良

い
と
思
う
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
は
大
成
功
で
し
た
。

参加した人は楽しい時間を過ごしました

平
成
25
年
消
防
出
初
式

　

１
月
６
日
、
志
布
志
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

及
び
市
文
化
会
館
で
、
平
成
25
年
消
防
出

初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
勝
蔵
消
防
団
長
を
先
頭
に
、
消
防

団
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
で
消
防
団
員
が
入
場

行
進
を
行
い
、
市
内
の
各
分
団
が
一
堂
に

会
し
ま
し
た
。
観
閲
の
後
に
は
、
有
明
方

面
隊
第
2
分
団
と
山
重
小
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
が
訓
練
を
披
露
し
た
ほ
か
、
放
水
演
習

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
市
文
化
会
館
に
会
場
を
移
し
、

日
本
消
防
協
会
表
彰
伝
達
等
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
１
６
７
人
の
消
防
団
員
と
３
つ

の
分
団
が
表
彰
を
受
け
た
ほ
か
、
昨
年
、

消
火
活
動
に
あ
た
り
協
力
を
い
た
だ
い
た

株
式
会
社
大
隅
衛
生
志
布
志
に
対
し
、
市

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

N
e
w

s
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全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権

　

１
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
の
９
日
間
、

東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
全
国

ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
に
志
布
志
黒
潮

隊
に
よ
る
「
志
布
志
黒
豚
三
昧
丼
」
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
が
食
べ
比
べ
て
一
番
美
味
し
か

っ
た
ど
ん
ぶ
り
に
投
票
し
、
そ
の
順
位
を

競
っ
た
同
選
手
権
。
結
果
は
、
惜
し
く
も

５
位
以
内
に
入
賞
す
る
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た
も
の
の
、
１
日
平
均
１
０
０
０
杯
以

上
が
売
れ
る
大
人
気
の
ど
ん
ぶ
り
と
な

り
、
多
く
の
人
か
ら
「
美
味
し
か
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

日
本
各
地
か
ら
16
団
体
が
出
場
し
、
９

日
間
で
約
40
万
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
今

大
会
の
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
新
潟
県
の
「
鯛

茶
漬
け
」
で
し
た
。

全国のご当地どんぶり相手に大健闘！

風
邪
の
予
防
に
一
役
！

　

１
月
15
日
、
松
山
町
茶
業
振
興
会
か
ら

松
山
町
内
の
３
小
学
校
と
１
中
学
校
へ
お

茶
の
寄
贈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
た
今
回
の

寄
贈
は
、
冬
季
の
風
邪
予
防
に
利
用
し
て

欲
し
い
と
生
産
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供

が
あ
っ
た
本
年
度
産
の
一
番
茶
を
袋
詰
め

し
、
加
治
屋
健
一
副
会
長
が
各
学
校
の
校

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
校
長
が
、
お
茶
う

が
い
や
給
茶
機
を
は
じ
め
と
す
る
飲
用
の

様
子
な
ど
、
お
茶
の
葉
の
活
用
に
つ
い
て

話
し
た
後
、
振
興
会
か
ら
は
、
お
茶
に
含

ま
れ
る
カ
テ
キ
ン
類
に
は
殺
菌
、
抗
ウ
イ

ル
ス
作
用
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
チ
ラ
シ
を

交
え
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

健康づくりに役立てます！

「
産
直
市
」
に
出
店
！

　

１
月
18
日
か
ら
20
日
の
３
日
間
、
イ
オ

ン
鹿
児
島
で
、
県
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
主
催

の
「
生
産
者
に
よ
る
産
直
市
」
が
開
催
さ

れ
、
県
内
各
地
の
農
業
青
年
た
ち
が
愛
情

を
込
め
て
作
っ
た
野
菜
や
加
工
品
を
、
消

費
者
へ
直
接
販
売
し
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、
松
山
町
で
ダ
イ
コ
ン
を
作

っ
て
い
る
園
田
健
太
さ
ん
と
、
有
明
町
で

ニ
ン
ジ
ン
を
作
っ
て
い
る
吉
川
彰
さ
ん
が

参
加
し
、
会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
消
費
者

に
商
品
の
魅
力
を
一
生
懸
命
伝
え
、
販
売

し
ま
し
た
。
消
費
者
に
直
接
販
売
す
る
機

会
が
滅
多
に
無
い
生
産
者
に
と
っ
て
は
、

消
費
者
の
喜
ぶ
顔
を
直
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
、
良
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
青
年
ク
ラ
ブ
で
は
、
一
緒
に
活
動

す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

これからも安心安全、おいしい野菜を作ります！

外
国
語
活
動
の
研
究
公
開
、
開
催
！

　

１
月
24
日
、
蓬
原
小
学
校
で
外
国
語
活

動
の
研
究
公
開
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
２
年
間
、

県
の
外
国
語
活
動
実
践
研
究
協
力
校
に
指

定
さ
れ
「
子
ど
も
一
人
一
人
が
生
き
生
き

と
言
語
活
動
に
取
り
組
み
、
伝
え
合
う
喜

び
を
味
わ
う
外
国
語
活
動
の
創
造
」
を
主

題
と
し
て
研
究
・
実
践
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
公
開
し
た
も
の

で
す
。

　

多
く
の
教
育
関
係
者
と
児
童
の
保
護
者

な
ど
が
集
ま
っ
た
体
育
館
で
英
語
集
会
と

研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
後
は
、
５
年
生
と

６
年
生
に
分
か
れ
て
英
語
の
授
業
が
公
開

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
が

十
分
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

英語に慣れ親しんでいるようです

�2013�第８回志布志ジョガー駅伝競走大会
平成 25 年１月 14 日　志布志運動公園陸上競技場周辺　

　

１
月
14
日
、
２
０
１
３
第
８
回
志
布

志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
競
走
大
会
が
、
志
布

志
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
周
辺
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
小
学
生
区
間
の
部
と
中

学
・
一
般
区
間
の
部
で
行
わ
れ
、
参
加

チ
ー
ム
数
は
当
日
の
オ
ー
プ
ン
参
加
８

チ
ー
ム
を
加
え
た
１
０
３
チ
ー
ム
、
計

５
１
５
名
が
そ
れ
ぞ
れ
力
を
合
わ
せ
て

タ
ス
キ
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
と
、
若

葉
会
に
よ
る
お
茶
の
振
る
舞
い
が
あ

り
、
参
加
者
は
大
い
に
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
順
位
報
告
（
敬
称
略
）

●
小
学
女
子　

　

優
勝　

高
山
Jr�

陸
上
Ｄ��

31
分
29
秒

　

２
位　

高
山
Jr�

陸
上
Ｅ��

31
分
53
秒

　

３
位　

西
原
Ｊ
Ｒ
Ｃ�

Ｄ��

32
分
51
秒

●
小
学
男
子

　

優
勝　

高
山
Jr�

陸
上
Ａ��

27
分
21
秒

　

２
位　

高
山
Jr�

陸
上
Ｂ��

30
分
19
秒

　

３
位　

西
原
Ｊ
Ｒ
Ｃ�

Ａ��

30
分
51
秒

●
中
学
女
子

　

優
勝　

肝
属
レ
デ
ィ
ー
ス��

51
分
02
秒

　

２
位　

輝
北
中
女
子　
　

56
分
18
秒

　

３
位　

仲
良
し
５
人
娘

１
時
間
03
分
50
秒

●
中
学
男
子

　

優
勝　

肝
属
ボ
ー
イ
ズ　

46
分
04
秒

　

２
位　

輝
北
中
男
子　
　

48
分
33
秒

　

３
位　

菱
刈
中
陸
上
部　

48
分
54
秒

●
一
般
女
子　

　

優
勝　

尚
志
館
高
女
子　

51
分
02
秒

●
一
般
男
子　

　

優
勝　

尚
志
館
高
２
年　

44
分
18
秒

　

２
位　

尚
志
館
高
１
年　

46
分
00
秒

　

３
位　

志
布
志
マ
ジ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー
ズ

46
分
48
秒

◆
申
告
タ
イ
ム
賞

（
小
学
生
の
部
）　　

誤
差
０
秒　
　
　

●
Ｔ
Ｒ
女
子
１
（
通
山
陸
上
）

（
中
学
・
一
般
の
部
）　

誤
差
12
秒�

●
松
山
中
学
校　

陸
上
部

　

そ
の
他　

飛
賞
・
当
日
賞
・
敢
闘
賞

が
あ
り
ま
し
た
。

温かい「振る舞い」が大好評！

優勝した尚志館高校２年（一般）

懸命にタスキを繋ぎました やっちく松山藩からも侍が参加！抽選会も盛り上がりました

11　市報しぶし■ 2013.2
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図
書

館
へ

行
こ

う
！

教
育

委
員

会
情

報
ネ

ッ
ト

  図書館へ行こう！
～一冊の本との出会いが �あなたの人生を変える！～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 
　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

■「喪失」　　　　　  水田　静子 　著

　鎌倉のアトリエで１人、 ひっそりと芸術

に向き合う暁子。 東京の出版社で、 雑

誌編集者として働く

文乃。 ２人が運命的

に出会った時、 知ら

れざる過去と未来へ

の可能性が拓けてい

く。 限りない絶望の

先にみつけた再生の

物語。「ポプラ社小

説新人賞特別賞」

新刊案内 ■「うつぶし」　 隼見　果奈　著

　里山で父と養鶏場を切り盛りす

る雛子。 だが、 穏やかな日々が

突然の闖入者の出現で少しずつ壊

れていく。 鶏たちを、 そして自分

を守るために

雛子は…。 表

題作と書き下

ろし「海とも

夜とも違う青」
を 収 録。「 太

宰 治 賞（ 第

28回）」

今月のテーマ図書
「雑誌『MOE』絵本屋さん大賞2013」

今月のテーマ図書
「若い人に贈る読書のすすめ」　 雑 誌「MOE」 が、

絵本専門店、 書店の

児童書売り場担当者

にアンケートを実施、

その年に最も支持

された絵本のセレク

ションです。

　読書推進運動協議

会選定。 成人、 卒業

―新たな一歩を踏み

出したフレッシュなあ

なたに贈る一冊。

図書館イベントカレンダー（2 月 ・ ３月）　おはなし会へ出かけよう！

２ 月 場 所 イベント名

16 日 （土） 本館 かみふうせん(おはなし会） 14 時〜

23 日 （土） 本館
本館おはなし会（読み聞かせ会）14時～

「としょかんまつり」 10 時～

24 日 （日） 本館
「としょかんまつり」 10 時 30 分～

「ミニおはなし会」 14 時〜

３ 月 場 所 イベント名

２日 （土） 本館 かみふうせん(おはなし会） 14 時〜

９日 （土） 本館 かみふうせん(おはなし会） 14 時〜

16 日 （土） 本館 かみふうせん(おはなし会） 14 時〜

◆２月 ・ ３月の休館日

【２月】12 日、18 日、20 日、25 日　【３月】４日、11 日、18 日

※ ２月 23 日（土）・24 日（日）は、本館での「としょかん
まつり」のため、志布志、香月、安楽、有明、松山の５つ
の分館は休館します。

■「ふる」       
西　加奈子　著

■「55 歳からのハローライフ」　
     村上　龍　著

■「しょうがの味は熱い」　
綿矢　りさ　著

■「岳飛伝　三」　
北方　謙三　著

■「謎解きはディナーのあとで　３」
東川　篤哉　著

■「ここはボツコニアン　２」　
     宮部　みゆき　著

■「螢草」　
     葉室　麟　著

２月２３日（土）・ ２４日（日）は みんな図書館においでよ！

「としょかんまつり」を開催します！
　図書館では、生涯学習フェスティバルの一環として、「と

しょかんまつり」を開催します。 楽しい催しものをいっぱ

い用意して、 皆様のご来場をお待ちしています。

◆ 23 日（土）
● 10 ： 00 ～「読書感想文 ・ 感想画コンクール」表彰式

● 11 ： 00 ～「本探しゲーム」
● 14 ： 00 ～「おはなし会（ブラックシアター ・ 大型絵本 ・ 　

　 人形劇など）」「折り紙教室」「工作教室（ひなまつり）」

● １７ ： ００～　

　開館 15 周年記念公演

　「聞かせ屋 ・ けいたろう」読

　み聞かせライブ♪

◆２４日（日）
● 10 ： 30 ～「ブックマーケット」「一箱古本市」開店！

　廃棄された雑誌や本を格安で販売します。

● 14 ： 00 ～「ミニおはなし会」「オリジナルメモ帳作り」
　「ブックカバーのエコバック作り」ほか

※ 　２/13( 水 ) ～ 24( 日 ) まで、 読書感想文 ・ 感想画の入

賞作品、 夏休み手作り絵本の作品を展示します。

※ 　「一箱古本市」は、 一日限りの 『屋号』 をつけて、 自由

に価格を設定し販売する 『本屋さんごっこ』 です。 欲しかっ

た本に出会えるチャンス！店主と実行委員を募集中です！



保
健

師
メ

モ

～健診を受けて元気に！
生涯現役を目指そう！～

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  TEL 474-1111　志布志支所福祉課   TEL 472-1111　松山支所市民課  TEL 487-2111

　

生
涯
現
役
で
自
分
ら
し
く
い
き
い

き
と
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

は
、
皆
の
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
年
一

回
の
健
診
で
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
は
、
病
気
の
重
症
化
を
予
防
し
、

「
元
気
で
長
生
き
」
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

１
月
に
平
成
24
年
度
健
診
受
診
状

況
報
告
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
健
診
を
受
診
し
な
い
理
由

が
様
々
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま

一
度
、
健
診
の
意
義
を
理
解
し
、
年

一
回
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
健
康
づ
く

り
に
努
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
健
康
づ
く
り
を

は
じ
め
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
健
康
増
進
計
画
「
健
康

し
ぶ
し
21
」
の
中
間
評
価
の
た
め

に
、
生
活
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
は
８
割
の
方
が
関
心
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
動
不
足

を
感
じ
て
い
る
方
は
77
％
と
多
く
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
定
期
的
な
運

動
を
行
っ
て
い
る
方
は
20
％
台
と
少

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　　

現
代
人
に
と
っ
て
運
動
す
る
機
会

は
急
激
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
運

動
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
肥
満
解

消
、
そ
し
て
生
活
習
慣
病
予
防
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
無
理
な
く
、
自
分

に
あ
っ
た
方
法
で
、
運
動
を
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

◆
早
期
発
見
で
早
期
治
療
を

目
指
し
ま
し
ょ
う

　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
「
が

ん
」
に
な
り
、
３
人
に
１
人
が
「
が

ん
」
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
、
が

ん
は
決
し
て
治
ら
な
い
病
気
で
は
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
タ
イ
プ

の
が
ん
も
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
自
覚

症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
期
発

見
の
た
め
に
は
、
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　

な
る
べ
く
が
ん
に
な
ら
な
い
、

な
っ
て
も
が
ん
検
診
で
早
期
に
発
見

し
て
、
完
治
さ
せ
ま
し
ょ
う

◆�

平
成
25
年
度
健
康
診
査
希
望

調
査
を
開
始
し
ま
す
！

　

平
成
25
年
度
は
、
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
日
程
が
早
ま
り
、
５
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
健
（
検
）
診
の
希
望
調
査
を

２
月
に
実
施
し
ま
す
。

　

世
帯
ご
と
に
送
付
さ
れ
て
い
る
健

（
検
）
診
希
望
調
査
票
を
記
入
の
う

え
、保
健
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

職
場
や
病
院
で
受
診
し
て
い
る
な

ど
の
理
由
で
申
し
込
ま
な
い
方

も
、
そ
の
理
由
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●�

肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
の
申
し
込
み
も

同
時
に
調
査
し
ま
す
。

※
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
の
対
象
者

　

�

40
歳
以
上
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

　

・�

喫
煙
者
、
過
去
に
喫
煙
経
験
の

あ
る
方

　

・
家
族
に
喫
煙
者
が
い
る
方

　

・�

咳
や
痰
な
ど
の
自
覚
症
状
の
あ

る
方

■�

ご
不
明
な

点
は
、
上

記
ま
で
お

問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
。

健診を受診しない理由は？
　
第１位　忙しくて暇がない

第２位　元気だから必要ない

第３位　病気がみつかるのが怖い

第４位　かかりつけ医がいるから

　

( 参照：レンゴー健康保健組合
アンケート実施調査）  

いいえ
22.7%

76.8%
はい

Ｑ . 運動不足を感じていますか？

無回答
0.5％

21.5%

77.0%
いいえ

はい

Ｑ.ウォーキングを行っていますか？

無回答
1.5％

0 20 40 60 80 100

62.0%

73.5%

36.8%

69.2%

83.3%

がん検診で発見された早期がんの割合

乳がん

大腸がん

肺がん

胃がん

子宮がん

資料：( 財 ) 日本対がん協会

県本土で、 最も低い医療費です！ （H23 年度　後期高齢者医療保険分）
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
医
療
機
関
等
に
か
か
っ

た
場
合
、
そ
の
費
用
の
１
割
を
ご
本
人
が
お
支
払
い

さ
れ
、残
り
の
９
割
は
医
療
保
険
か
ら
支
払
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
、
志
布
志
市
の
後
期
高
齢
者
の

方
々
の
医
療
保
険
が
支
払
っ
た
医
療
費
総
額
を
、
被

保
険
者
で
割
っ
た
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、
年
間
で

84
万
円
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
本
土
で
一
番
低
い
額
で
す
。
他
の

市
町
村
に
比
べ
、
75
歳
以
上
の
方
々
が
大
き
な
病
気

に
か
か
ら
な
か
っ
た
り
、
病
院
等
へ
行
か
な
く
て
済

ん
だ
人
が
多
か
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
づ
く
り
に
心
が
け
、
い
つ
ま
で

も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

H20 H21 H22 H23

■　志布志市

■　曽於市

■　大崎町

■　鹿屋市

■　県平均

後期高齢者医療　１人当たり医療費 ( 療養諸費費用額 ) 年度推移

 

栞
しおり

莉ちゃん

桜
さくらこ

子ちゃん

麻
ま ゆ

結ちゃん慈
じえい

英ちゃん

隆
りゅうせい

晟ちゃん琉
る る

音ちゃん

楽
らすた

星ちゃん

未
みゆう

優ちゃん

※１月に行った５歳児歯科健診

で、むし歯も処置歯もなかった子

どもたちです。
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結
ゆいな

菜ちゃん 呼
よひと

人ちゃん知
ちさと

賢ちゃん
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税
関
は
、
健
康
で
安
全
な
く
ら
し
を

守
る
た
め
、
24
時
間
３
６
５
日
、
麻
薬

や
け
ん
銃
な
ど
の
密
輸
を
取
締
っ
て
い

ま
す
。

密
輸
情
報
提
供
に
つ
い
て

　

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
「
密
輸

に
関
す
る
情
報
」
は
、
密
輸
の
摘
発
に

つ
な
が
る
貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
麻
薬
や
覚
醒
剤
、
け
ん
銃
な

ど
の
密
輸
に
関
係
が
あ
り
そ
う
な
「
不

審
な
話
」「
う
わ
さ
」
を
耳
に
さ
れ
ま

し
た
ら
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
の
で
、
税
関
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

税
関
が
入
手
し
た
い

情
報
の
具
体
例

◆
【
日
常
生
活
で
】

●�

「
ヤ
ク
」「
エ
ス
」「
ス
ピ
ー
ド
」「
エ

ク
ス
タ
シ
ー
」「
チ
ャ
カ
」「
ブ
ツ
」

な
ど
、
不
正
薬
物
や
け
ん
銃
に
関
係

の
あ
る
話
を

聞
い
た
と
き
。

●�

暴
力
団
員
風

の
者
や
普
段

見
な
れ
な
い

人
（
外
国
人

等
）
が
頻
繁

に
出
入
り
し
、

物
を
出
し
入
れ
し
て
い
る
倉
庫
な
ど

を
発
見
し
た
と
き
。

●�

麻
薬
や
け
ん
銃
に
関
係
の
あ
る
取
引

に
関
し
て
の
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
見
つ
け
た
と
き
。

●�

親
し
く
な
い
人
に
、
外
国
か
ら
荷
物

が
着
く
の
で
、
名
前
と
住
所
を
貸
し

て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
た
と
き
。

◆
【
海
外
旅
行
中
で
】

●�

海
外
旅
行
先

で
見
知
ら
ぬ

人
か
ら
中
身

の
良
く
分
か

ら
な
い
荷
物

を
預
か
っ
た

と
き
。

●�

飛
行
機
内
で

寒
く
も
な
い
の
に
コ
ー
ト
な
ど
で
厚

着
を
し
、
汗
を
か
い
て
い
る
旅
客
、

機
内
食
を
全
く
食
べ
な
い
、
落
ち
着

き
の
な
い
旅
客
を
見
か
け
た
と
き
。

●�

飛
行
機
内
、
到
着
ロ
ビ
ー
内
な
ど
の

ト
イ
レ
へ
荷
物
を
持
っ
て
入
り
、
手

ぶ
ら
で
出
て
く
る
な
ど
、
お
か
し
な

行
動
を
す
る
旅
客
を
見
か
け
た
と
き
。

◆
【
漁
港
ま
た
は
海
岸
沿
い
で
】

●�

何
ら
か
の
貨
物
が
入
っ
て
い
る
よ
う

な
漂
流
物
を
発
見
し
た
と
き
（
外
国

の
文
字
ら
し
き
記
載
が
あ
る
等
）。

●�

海
岸
又
は
洋
上
で
、
外
国
船
と
思
し

き
船
と
の
間
で
荷
物
の
受
け
渡
し
を

し
て
い
る
船

を
見
か
け
た

と
き
。

●�

沖
合
に
向

か
っ
て
合
図

を
送
っ
て
い

る
船
を
見
か

け
た
と
き
。

●�

漁
と
は
思
え
な
い
行
動
を
し
て
い
る

船
、
船
員
を
見
か
け
た
と
き
。

●�

目
的
が
は
っ
き
り
し
な
い
改
造
（
大

馬
力
エ
ン
ジ
ン
等
）
を
行
っ
た
小
型

船
を
発
見
し
た
と
き
。

●�

漁
港
等
を
う
ろ
つ
き
、
ま
た
盛
ん
に

電
話
を
し
て
い
る
暴
力
団
員
風
の
人

間
を
見
か
け
た
と
き
。

●�

沖
を
見
な
が
ら
、
外
国
語
で
電
話
の

や
り
取
り
を
行
っ
て
い
る
人
を
見
か

け
た
と
き
。

●�

船
舶
所
有
者
に
、
や
た
ら
船
を
売
っ

て
く
れ
と
言
っ
て
い
る
正
体
不
明
の

人
物
を
見
か
け
た
と
き
。

密
輸
情
報
提
供
の
お
願
い

　

税
関
業
務
に
つ
い
て
何
か
ご
質
問
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
た
、
港
や
旅
行
先

等
で
、
不
審
な
貨
物
や
人
物
を
見
か
け

ま
し
た
ら
、
税
関
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
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地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

■問い合わせ先　
　本庁市民環境課環境政策室	 ℡ 474-1111（131 ～ 136）
　松山支所市民課	 ℡ 487-2111（224）
　志布志支所市民課	 ℡ 472-1111（224・225）

　

平
成
24
年
11
月
18
日
か
ら
29
日
ま

で
、
大
洋
州
に
志
布
志
モ
デ
ル
を
伝

え
る
た
め
、
フ
ィ
ジ
ー
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
現
地
で
の
活
動
を
３

回
に
わ
た
り
報
告
し
ま
す
。

足
で
稼
げ
！

　

志
布
志
市
で
は
各
世
帯
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
は
「
分
別
」
し
て
出
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
埋
立

処
分
量
は
80
％
減
量
で
き
、ま
た「
生

ご
み
」
も
分
別
収
集
し
て
堆
肥
化
を

行
う
こ
と
に
よ
り
埋
立
処
分
場
の
衛

生
面
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
志
布
志
市
の
経
験
を
、
研
修

会
に
参
加
し
て
い
る
大
洋
州
の
廃
棄

物
管
理
担
当
者
に
話
し
、「
住
民
の

協
力
を
も
ら
う
た
め
に
特
別
な
こ
と

は
や
っ
て
い
な
い
。
た
だ
自
分
た
ち

の
施
策
を
住
民
に
伝
え
協
力
を
も
ら

い
た
い
な
ら
ば
、直
接
話
し
な
さ
い
。

足
で
稼
げ
」
と
伝
え
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

　

フ
ィ
ジ
ー
国
ナ
ン
デ
ィ
町
と
バ
町

で
住
民
説
明
会
を
行
い
、
多
く
の
住

民
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

「
志
布
志
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
話
し
、

生
ご
み
の
家
庭
で
の
堆
肥
化
「
段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の
実
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

最
終
処
分
場
の
現
状
を
伝
え
、
分

別
排
出
の
必
要
性
や
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
話
し
ま

し
た
。「
あ
な
た
た
ち
も
出
来
る
」

と
志
布
志
市
の
経
験
を
伝
え
ま
し

た
。

　

次
回
は
最
終
回
。
本
派
遣
事
業
の

評
価
と
来
年
度
事
業
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

志
布
志
市
専
門
家
派
遣
レ
ポ
ー
ト

志布志モデル海を渡る　Vol. ２

環境政策室の西川です。
私が行ってきました！ 段ボールコンポスト実演の様子

■問い合わせ先　本庁�港湾商工課　℡ 474-1111（286）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
‐
４し

ろ

い

６
１
‐
９く

ろ

い

６
１

密

輸

取

締

り
と
情

報

◆
広
報
誌
へ
の
掲
載
に
あ
た
り

　

３
回
に
わ
た
っ
て
税
関
に
つ
い
て
の

記
事
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方
に
少
し
で

も
税
関
業
務
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。
掲
載
内
容
に
関
す

る
こ
と
以
外
で
も
結
構
で
す
の
で
、
些

細
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
税
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
児
島
税
関
支
署
志
布
志
出
張
所

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
６
８
９

※ 

税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　

http://w
w

w
.custom

s.go.jp/

　

 （
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
税
関
チ
ャ
ン
ネ
ル

【You Tube

】
も
ご
覧
く
だ
さ
い
）

２
月
は

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

　

燃
料
資
源
の
有
効
活
用
と
地
球
温

暖
化
防
止
を
行
う
た
め
、
省
エ
ネ
の

取
り
組
み
は
大
切
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に
心
が
け
、
環
境

に
や
さ
し
い
積
極
的
な
生
活
ス
タ
イ

ル
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

「
第
３
回　

志
布
志
市
水
保
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

◆
日
時
：
平
成
25
年
２
月
16
日
（
土
）

◆
場
所
：
市
文
化
会
館

◆
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）：

●
受
付
・
パ
ネ
ル
展
示
：
12
時
30
分

●
開
会
：
13
時

●
基
調
講
演
：
13
時
10
分
～
13
時
50
分

　

 「
水
を
育
む
森
づ
く
り　

サ
ン
ト

リ
ー
天
然
水
の
森
」

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　

�

株
式
会
社　

エ
コ
戦
略
部
兼
Ｒ
＆

Ｄ
企
画
部　

チ
ー
フ
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト　
　
　
　
　

山
田�

健
た
け
し��

氏

●
報
告
：
13
時
50
分
～
14
時
10
分

　
「 

平
成
24
年
志
布
志
市
地
下
水
調

査
報
告
」

　

福
岡
大
学
理
学
部
地
球
圏
科
学
科

　

教
授　
　
　
　

田
口�

幸さ
ち
ひ
ろ洋��

氏

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：　

　

14
時
15
分
～
16
時　

　
「
前
川
～
私
た
ち
の
想
い
」

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　

飯
島�

康
夫��

氏（
市
環
境
審
議
会
委
員
）

・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　

山
田　

健　

氏

　

田
口　

幸
洋　

氏

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　

佐
藤　

寛か
ん　

氏

　
（
メ
ダ
カ
の
学
校
志
布
志
分
校
）

　

松
永　

崇た
か
と
し利　

氏

　

�（�

霧
島
市
立
日
当
山
中
学
校
教
諭

前
出
水
中
学
校
教
諭
）

　

坂
上　

隆　

氏

　
（�

農
業
生
産
法
人
株
式
会
社
さ
か

う
え
代
表
取
締
役
）

　

竹
之
内　

宏
史　

氏

　
（
市
民
環
境
課
長
）

・
作
文
発
表

　

出
水
中
学
校
生
徒

※�

パ
ネ
ル
展
示
に
つ
い
て
は
、
市
内

で
水
に
関
す
る
保
全
活
動
を
行
っ

て
い
る
団

体
に
参
加

し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

エ
コ

通
信

G
ｏ
！

G
ｏ
！

志
布

志
港
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◆�

志
布
志
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
体

制
（
現
行
）

①�

会
長
は
２
年
生
の
保
護
者
と

し
、
志
布
志
、
香
月
及
び
安
楽

小
学
校
区
の
保
護
者
で
１
年
ず

つ
の
輪
番
制

②�

会
長
と
な
る
保
護
者
は
、
１
年

生
で
副
会
長
、２
年
生
で
会
長
、

３
年
生
で
副
会
長
を
務
め
る
。

③�
会
長
を
務
め
る
小
学
校
区
も
、

他
に
副
会
長
を
１
名
務
め
る
。

④�

会
長
及
び
副
会
長
の
３
名
以
外

は
、
３
小
学
校
区
の
保
護
者
の

中
か
ら
選
任
し
て
い
る
。

●�

《
調
整
方
針
》
役
員
の
輪
番
制

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
の

統
合
後
、
協
議
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

◆�

志
布
志
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

●�

《
調
整
方
針
》
志
布
志
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
基
本
と
し
、
平

成
26
年
度
の
統
合
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
会
や
総
会
等
で
協
議
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

◆
志
布
志
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
則

●�

《
調
整
方
針
》
改
正
が
必
要
な

場
合
、平
成
26
年
度
の
統
合
後
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
や
総
会
等
で
協

議
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
財
産
処
分

●�

《
調
整
方
針
》
田
之
浦
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
及
び
出
水
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
平
成

25
年
度
終
了
時
点
に
お
け
る
残

余
財
産
は
、
当
該
中
学
校
閉
校

記
念
事
業
実
行
委
員
会
等
に
寄

付
す
る
こ
と
と
し
、
志
布
志
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
繰
り
入
れ
は
行
わ

な
い
こ
と
と
し
た
い
。

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
交
流
計
画

●�

《
調
整
方
針
》
新
規
に
交
流
事

業
を
行
う
の
で
は
な
く
、
志
布

志
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
の
平
成
25
年
度
事
業
計
画
の

中
で
、
全
会
員
が
対
象
と
な
る

交
流
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

◆
副
教
材
の
取
扱
い

①�

統
合
年
度
（
平
成
26
年
度
）
に

買
い
替
え
が
必
要
な
副
教
材
に

つ
い
て
は
、
市
が
購
入
し
無
償

で
配
布
す
る
。

②�
平
成
25
年
度
に
購
入
す
る
も
の

で
、
複
数
年
度
使
用
す
る
副
教

材
に
つ
い
て
は
、
志
布
志
中
と

同
じ
副
教
材
を
使
用
す
る
。

③�

購
入
及
び
配
布
に
つ
い
て
は
、

志
布
志
中
に
お
願
い
し
た
い

（
時
期
は
、
平
成
26
年
４
月
以

降
）。

④�

購
入
補
助
に
つ
い
て
は
、
志
布

志
中
で
購
入
し
た
分
の
う
ち
、

補
助
対
象
者
分
の
購
入
費
用
を

市
教
育
委
員
会
か
ら
販
売
業
者

に
支
払
う
こ
と
と
し
た
い
。

第２回統合準備委員会で承認した事項

　昨年 11 月 20 日の第２回統合準備委員会会議で承認したＰＴＡ部会及び教材備品部会の検討結果

の主な事項は次のとおりです。

Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会

　

昨
年
12
月
11
日
、
志
布
志

中
学
校
で
田
之
浦
中
学
校
・

出
水
中
学
校
合
同
の
芸
術
鑑

賞
会
が
あ
り
、
３
校
の
生
徒

４
７
０
人
が
、
み
や
ま
コ
ン

セ
ー
ル
の
「
お
と
ど
け
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
志
布
志
中

学
校
２
年
生
の
竹
田
大
輝
さ

ん
が
、「
私
た
ち
志
布
志
中
の

生
徒
は
２
年
後
の
統
合
の
た

め
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
安

心
し
て
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

今
日
は
初
め
て
の
交
流
会
で

す
が
、
田
之
浦
中
、
出
水
中

の
皆
さ
ん
と
絆
が
深
ま
る
と

い
い
で
す
」
と
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
コ
ン
セ
ー
ル

演
奏
家
６
人
に
よ
る
歌
曲
・

現
代
曲
の
演
奏
の
ほ
か
バ
イ

オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
チ
ェ
ロ

の
音
色
の
紹
介
や
演
奏
体
験

が
あ
り
、
最
後
は
参
加
者
全

員
で
「
ビ
リ
ー
ブ
」
を
合
唱

し
ま
し
た
。

　

閉
会
行
事
で
は
出
水
中
学

校
２
年
生
の
原
口
翔
吾
さ
ん

が
、「
今
日
の
演
奏
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。
志
布

志
中
や
田
之
浦
中
の
皆
さ
ん

と
も
交
流
が
で
き
た
の
で
、

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
た
め
に
演
奏
会
を

開
い
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
、
３
校
の
生

徒
代
表
が
演
奏
者
に
花
束
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

統
合
準
備
委
員
会
委
員
長

を
務
め
る
志
布
志
中
学
校
の

堀
正
信
校
長
は
、「
初
め
て
の

３
校
交
流
会
を
音
楽
会
の
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
校

の
生
徒
も
生
徒
会
が
中
心
と

な
っ
て
両
校
の
生
徒
を
温
か

く
迎
え
よ
う
と
話
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
平
成
26
年
４
月

の
統
合
に
向
け
、
授
業
や
部

活
動
な
ど
様
々
な
活
動
を
と

お
し
て
交
流
を
重
ね
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

３
中
学
校
合
同
で
芸
術
鑑
賞
会
を
開
催

教
材
備
品
部
会

志
布

志
市

学
校

再
編

だ
よ

り

◆
地
域
に
残
る
、
文
化
の
息
吹

　

三
股
町
に
は
現
在
、
３
０
０
基
以
上
の
石
造

文
化
や
遺
跡
が
あ
り
、
古
文
書
か
ら
は
「
三
股

町
」
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
と
文
化
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
梶
山
城
跡

　

史
跡
の
一
つ
で
あ
る
梶
山
城
跡
を
訪
れ
る
と

「
都
城
島
津
３
代
北
郷
久
秀
・
忠
通
の
墓
」「
腰

掛
石
」「
仁
王
像
」
な
ど
が
あ
り
、
歴
史
を
語

り
か
け
て
く
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

室
町
時
代
の
応
永
元
年
（
１
３
９
４
年
）
２

月
、
北
郷
久
秀
は
九
州
探
題
の
軍
と
梶
山
城
で

交
戦
し
、
同
年
２
月
17
日
に
弟
忠
通
が
、
そ
し

て
、
３
月
７
日
に
は
久
秀
も
戦
死
し
ま
し
た
。

兄
弟
２
人
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
さ
れ

た
の
が
大
昌
寺

と
さ
れ
、
現
在
、

梶
山
城
跡
の
南

麓
の
大
昌
寺
跡

に
２
人
の
墓
が

あ
り
ま
す
。
平

成
元
年
11
月
３

日
に
は
、
町
指

定
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
寺
柱
番
所
跡

　

江
戸
時
代
、
鹿
児
島
藩
は
藩
境
警
備
の
た
め

９
カ
所
の
陸
地
番

所
を
設
置
し
、
そ

の
う
ち
の
２
カ
所

が
寺
柱
と
梶
山
に

あ
り
ま
し
た
。
飫

肥
藩
と
接
し
て
い

た
三
股
町
は
鹿
児

島
藩
に
と
っ
て
重

要
な
地
域
と
さ

れ
、
特
に
寺
柱
番
所
の
あ
っ
た
寺
柱
街
道
は
幕

府
の
巡
見
使
の
通
り
道
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

両
番
所
と
も
に
、
通
行
人
や
物
資
流
通
の
取
り

締
ま
り
が
主
な
任
務
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
平
成

２
年
４
月
１
日
に
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ

　

歴
史
を
ひ
も
解
い
て
い
く
と
、
今
日
の
三
股

町
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
人
の
営
み
、
周
辺
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

今
を
重
ね
て
い
る
私
た
ち
も
ま
た
、
歴
史
の
１

ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。
先
人
た
ち
が

築
き
あ
げ
て
き
た
こ
の
ま
ち
、
こ
の
地
域
の
営

み
の
息
吹
を
、皆
さ
ん
も
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
三
股
町　

地
域
政
策
室

　

℡
：
０
９
８
６
‐
５
２
‐
１
１
１
１

　

都
城
市
、三
股
町
、曽
於
市
、志
布
志
市
で

形
成
す
る「
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
」。こ
の

圏
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
魅
力

を
、各
市
町
の
広
報
紙
に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
ま
す
。今
回
は
、三
股
町
を
紹
介
し
ま
す
。

梶山城跡

寺柱番所跡

尚
志
館
高
校
、
甲
子
園
出
場
お
め
で
と
う
！

１
月
25
日
、
私
は
東
九
州
自
動
車
道
建
設

促
進
協
議
会
の
陳
情
で
、
東
京
の
議
員
会
館

や
国
土
交
通
省
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

際
、
時
間
が
気
に
な
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
理
由
は
、
午
後
4
時
前
後
に
春
の

セ
ン
バ
ツ
高
校
野
球
大
会
の
出
場
校
が
発
表

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
4
時
過

ぎ
に
「
市
長
、
決
ま
り
ま
し
た
」
と
い
う
一

報
を
受
け
た
と
き
に
は
思
わ
ず
「
バ
ン
ザ

イ
！
」
と
声
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

尚
志
館
高
校
の
野
球
部
は
秋
の
九
州
大
会

で
ベ
ス
ト
4
に
進
出
、
甲
子
園
出
場
の
可
能

性
は
高
い
と
み
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
準
決

勝
で
の
負
け
が
不
安
要
素
で
も
あ
り
、
今
回

の
決
定
を
本
当
に
心
待
ち
に
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
し
た
。
大
隅
半
島
か
ら
は
春
・
夏
通
じ

て
初
め
て
の
甲
子
園
出
場
と
い
う
こ
と
で
、

特
に
こ
の
尚
志
館
高
校
の
野
球
部
に
は
地
元

志
布
志
の
ほ
か
、
大
隅
半
島
全
域
か
ら
選
手

が
集
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
栄
冠
を
勝
ち
取
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

私
が
十
数
年
前
に
同
校
を
訪
れ
た
と
き
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
片
隅
で
練
習
を
見
て
い
る

と
、
遥
か
遠
く
か
ら
に
も
関
わ
ら
ず
大
き
な

声
で
一
斉
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た
、
そ

の
快
さ
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
学
校
の
敷
地
内
で
、
ふ
と
植
込
み
に
目

を
や
る
と
そ
の
根
本
ま
で
箒
の
掃
き
目
が
あ

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
校
内
全
体
が
掃
き

清
め
ら
れ
、
校
舎
内
も
清
掃
が
行
き
届
い
て

い
ま
し
た
。
折
り
目
正
し
い
生
徒
達
と
清
々

し
い
環
境
の
校
舎
に
、「
あ
ぁ
、
こ
こ
の
生

徒
は
素
晴
ら
し
い
ん
だ
な
」
と
そ
の
と
き
心

か
ら
感
じ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
高
校
が
初
の
甲
子
園
出
場
を
決
め
た

こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
す
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
高
校
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

た
栄
光
へ
の
道
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
甲
子
園
出
場
に
つ
い
て

は
、
市
を
挙
げ
て
全
面
的
に
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
も
篤
い
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
１
月
に
あ
り

ま
し
た
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で

は
宮
崎
県
の
鵬
翔
高
校
が
頂
点
に
立
ち
ま
し

た
。
こ
の
鵬
翔
高
校
は
、
本
市
で
開
催
さ
れ

る
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
例
年
参
加

し
、
ま
た
昨
年
夏
に
は
志
布
志
で
単
独
キ
ャ

ン
プ
を
行
い
、力
を
築
い
て
き
た
高
校
で
す
。

勝
負
を
決
め
た
Ｐ
Ｋ
戦
前
の
円
陣
で
は
「
志

布
志
で
の
夏
合
宿
の
ほ
う
が
き
つ
か
っ
た

ぞ
！
」
と
檄
を
飛
ば
し
、
そ
の
栄
冠
を
手
に

し
た
と
い
う
こ
と
も
、
本
当
に
嬉
し
い
知
ら

せ
と
な
り
ま
し
た
。
今
夏
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
更
に
盛
り
上
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
大
相
撲
の
千
代
鳳
と
千
代
丸

関
、
水
泳
の
山
口
君
、
そ
し
て
今
回
の
尚
志

館
高
校
と
、
志
布
志
の
子
ど
も
達
が
日
本
の

頂
点
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
こ
の

元
気
を
頂
い
て
、
市
民
一
丸
と
な
り
更
な
る

日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一
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長
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Japanese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2013.２

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
さ
れ
て
満
足
馬
上
に
あ
り
八
十
路
を
す
ぎ
し
も
忘
れ
る
旅
路�

畑　

美
佐
子

忌
参
り
の
人
ら
を
寄
せ
て
大
賀
蓮
気
品
あ
ふ
る
る
最
終
開
花�

前
原　
　

恭

二
か
月
の
入
院
に
田
圃
は
黄
金
色
と
な
り
秋
風
に
お
も
お
も
揺
れ
る�

永
田
ミ
ツ
エ

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
箱
の
真
ん
中
で
は
っ
け
よ
い�

い
ち
早
や
負
け
た
紙
の
お
相
撲
さ
ん�

山
口　

良
子

稲
刈
り
に
有
給
取
り
ぬ
息
子
い
て
晴
天
な
り
ぬ
稲
刈
り
日
和�

隈
元　

チ
エ

千
年
の
時
空
を
肩
に
乗
せ
た
ま
う
等
身
大
の
千
年
観
音
は�

野
口　

順
子

演
奏
会
終
え
た
る
夜
の
宴
会
は
師
を
囲
み
た
る
カ
ラ
オ
ケ
弾
め
り�

石
橋　

道
子

庭
先
の
む
か
ご
の
匂
い
炊
飯
に
今
宵
の
卓
は
秋
を
味
わ
う�

川
添
八
重
子

鳴
く
虫
も
め
っ
き
り
減
り
て
秋
深
く
寒
さ
身
に
し
む
三
日
月
の
夜�

中
島　
　

昭

湯
客
終
え
静
か
に
な
り
し
山
里
の
庭
の
粟
の
実
落
ち
る
音
聞
く�

吉
元
ミ
チ
子

大
観
峰
に
立
ち
て
小
さ
き
我
を
知
る
煩
悩
捨
て
て
無
に
な
る
想
い�

大
迫　

鈴
子

長
雨
に
叩
か
れ
な
が
ら
も
芽
の
出
づ
る
さ
や
い
ん
げ
ん
の
根
強
き
力�

山
口　

カ
ツ

す
す
き
穂
の
川
辺
に
添
え
る
散
歩
路
を
亡
き
夫
と
歩
く
夢
の
靴
音�
藤
田
ミ
チ
子

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

兼
題
「
年ね
ん
ま
っ末
」　

年ね
ん
ま末
ち
な　

女か
房
け
な
隠か
く

れ
っ　

宝く
籤
じ
ゅ
ば
照み
合
っ　

小
蓬
原
忠
則

（
評
）　

誰
し
も
年
末
は
た
い
へ
ん
多
忙
な
時
期
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
女
房
に
内
緒
で
そ
っ
と
買
い
込

ん
だ
宝
く
じ
を
、
露
顕
し
な
い
よ
う
に
当
た
り
く
じ
の
照
合
を
す
る
姿
が
滑
稽
で
、
そ
の
心
境
果
た
し
て
。

兼
題
「
霜し
も

」　　

大う
じ
も
あ
さ

霜
朝　

校に

わ庭
い
裸は
だ
し足
の　

跡あ
と

が
付ち

っ　
　
　
　
　
　

丸
目
南
兵
衛

（
評
）　

最
近
の
朝
礼
で
は
想
像
も
出
来
な
い
け
れ
ど
、
昔
は
全
員
裸
足
で
並
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
霜

の
日
の
朝
礼
の
後
に
は
、裸
足
の
足
型
が
く
っ
き
り
と
残
っ
た
。
幼
い
学
友
み
ん
な
強
か
っ
た
も
の
だ
。

兼
題
「
干え

と支
」　

新に

け
巳み

ど年
し　

願ね

げ
は
肝き
も
ふ大
つ　

御ご
し
ゅ酒
を
撒め

っ　
　
　

畑
山　

敏
昭

（
評
）　

年
初
め
に
は
何
が
し
か
の
希
望
や
願
望
が
沸
い
て
く
る
。
年
男
に
な
っ
た
今
年
は
そ
の
希

望
も
特
に
大
き
く
、少
し
誇
張
だ
が
神
仏
や
邸
内
に
御
酒
を
撒
い
て
み
た
と
は
面
白
い
。
さ
て
は
？

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

放
題
に
生
き
て
卆
寿
や
冬
銀
河�

河
野　

通
人

挨
拶
の
声
も
弾
む
や
四
温
晴
れ�

冨
山　

達
次

心
地
よ
き
鳥
語
の
小
径
落
葉
踏
む�

冨
山　

茂
子

降
臨
の
神
住
む
御う
た
き嶽

春
の
風�

和
田
千
恵
子

返
り
花
あ
の
日
と
同
じ
遠
き
空�

北
野　

治
美

た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
幸
や
餅
の
音�

吉
村　

万
里

大
風
や
谷
間
に
笹
子
呼
び
寄
せ
て�

永
吉
佐
代
子

籠
を
手
に
七
種
求
め
て
野
辺
の
春�

目
黒　

文
恵

除
夜
の
鐘
近
く
に
聞
こ
ゆ
風
に
乗
り�

本
村
ミ
ツ
子

酢す
な
ま
こ

海
鼠
を
か
み
し
め
て
い
る
一
人
酒�

北
川　

雨
水

寒
け
く
日
火
の
粉
思
い
を
吐
く
如
し�

刀
坂
由
美
子

初
日
の
出
共
に
夫
婦
は
夢
一
つ�

堂
園　

悦
子

通
信
票
添
へ
て
里
か
ら
歳
暮
か
な�

竪
山　

ヨ
リ

ふ
く
ら
み
し
生
命
蠢う
ご
めく
冬
木
の
芽�

川
上　
　

豊

寒
の
雨
ひ
か
り
を
珠
に
結
び
け
り�

和
田　

洋
文

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。
多くの皆様の投稿をお待ちしています。

　

お
釈
迦
祭
り
実
行
委
員
会
で

は
、
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
に

開
催
す
る
「
お
釈
迦
ま
つ
り
」
の

「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
参
加
カ
ッ
プ
ル
」

を
募
集
し
ま
す
。
花
婿
が
花
嫁
を

乗
せ
た
馬
を
ひ
い
て
パ
レ
ー
ド
す

る
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
行
列
に
参
加

し
て
、
一
生
に
一
度
の
素
敵
な
思

い
出
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
概
要

●
募
集
対
象
：

　

 

平
成
24
年
５
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
７
月
31
日
ま
で
に
結
婚
、

も
し
く
は
結
婚
が
決
ま
っ
た

カ
ッ
プ
ル

●
募
集
組
数
：
５
組　

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
３
月
31
日

（
日
）
に
「
選
考
会
（
抽
選
会
）」

を
行
い
ま
す
。

●
募
集
締
切
：
３
月
18
日
（
月
）

　

当
日
消
印
有
効

●
参
加
費
用

① 

仏
前
結
婚
式
カ
ッ
プ
ル
（
１
組
）

６
万
円
（
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
乗
馬

代
を
含
む
）

② 

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
カ
ッ
プ
ル
（
４

組
）
各
５
万
円

◆
募
集
概
要

●
募
集
対
象
：
５
人
以
上
の
団
体

　

（
市
内
外
問
い
ま
せ
ん
）

●
募
集
締
切
：
３
月
22
日
（
金
）

●�

参
加
費
用
：
参
加
者
１
人
に
つ

き
１
０
０
円
（
飲
み
物
代
と
し
て
）

★ 

今
年
も
ハ
ン
ヤ
踊
り
コ
ン
テ
ス

ト
開
催
！
（
賞
金
あ
り
）

※ 

コ
ン
テ
ス
ト
は
エ
ン
ト
リ
ー
制

で
、
10
人
以
上
の
団
体
に
限
り

ま
す
。

　

お
釈
迦
祭
り
実
行
委
員
会
で

は
、
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
に

開
催
す
る
「
お
釈
迦
ま
つ
り
」
の

「
稚
児
行
列
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
参
加
を
ご
希
望
の
方
は

下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
申

込
み
下
さ
い
。

◆
募
集
概
要

●
募
集
対
象
：
２
歳
～
３
歳

　

（
体
重
17
㌔
以
下
）

●
募
集
組
数
：
18
組　

　

※ 

先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
。

●
募
集
開
始
：
３
月
１
日
（
金
）

　

13
時
か
ら

●
参
加
費
用
：
１
組
３
千
円

● 

そ
の
他
：
籠
の
担
ぎ
手
（
２
人
）

は
、
参
加
者
で
手
配
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
：

◆ 
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
参
加
カ
ッ
プ

ル
、
ハ
ン
ヤ
節
踊
り
連

● 

お
釈
迦
祭
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
志
布
志
市
観
光
特
産
品
協

会
）　

　

℡
：
４
７
２
‐
８
０
２
８

◆ 

稚
児
行
列

●
金
剛
寺

　

℡
：
４
７
２
‐
０
１
２
５

※ 

４
月
29
日
の
１
週
間
ほ
ど
前
に
、

衣
装
の
引
渡
し
と
、
説
明
会
が

あ
り
ま
す
。

※ 

「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
参
加
カ
ッ
プ

ル
」「
ハ
ン
ヤ
節
踊
り
連
」
の

申
込
書
な
ど
は
志
布
志
市
観
光

特
産
品
協
会
、
市
役
所
港
湾
商

工
課
及
び
各
支
所
地
域
振
興
課

に
あ
り
ま
す
。（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

出
来
ま
す
）　

詳
し
く
は
右
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬

参
加
カ
ッ
プ
ル
募
集
！

ハ
ン
ヤ
節
踊
り
連

　

参
加
団
体
募
集
！

稚
児
行
列

参
加
者
募
集
！

お釈迦まつり
４月 28 日（日）前夜祭
４月 29 日（祝 ・ 昭和の日）本祭
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⑪
有
限
会
社�

原
口
工
務
店

　

第
11
回
は
、
松
山
町
泰
野
の
有
限

会
社
原
口
工
務
店（
原
口
力
男
社
長
）

の
交
通
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
を

伺
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
社
員
が
４
名
、
現
場
車
両

６
台
で
、
市
内
の
ほ
か
曽
於
地
区
一

円
で
建
築
・
土
木
事
業
を
中
心
に
仕

事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
の
幅
が

広
が
る
に
あ
た
り
使
用
す
る
車
両
の

種
類
も
増
え
、
特
に
安
全
に
は
気
を

配
っ
て
い
ま
す
と
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
、
御
自
身
も
約
40
年
、
現
場

車
両
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
き
た
原

口
和
江
さ
ん
。「
会
社
設
立
以
来
、

現
場
に
出
向
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
朝
の

声
掛
け
を
欠
か
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。無
理
な
走
行
は
し
な
い
よ
う
、

朝
は
運
行
前
点
検
と
な
る
暖
機
運
転

を
行
い
、
心
と
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
出
発
し
て
も
ら
い
ま
す
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
両
は
社
員
で
共
有
し
て

使
用
す
る
の
で
、
次
に
運
転
す
る
人

の
こ
と
を
考
え
、
安
全
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
車
の
整
理
整
頓
も
欠
か
し

ま
せ
ん
。
細
か
い
配
慮
や
思
い
や
り

の
積
み
重
ね
が
、
事
故
の
無
い
仕
事

へ
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
運
転
管
理
者
で
も
あ
る
原
口

社
長
は
、
作
業
す
る
人
の
安
全
を
第

一
に
考
え
、
常
に
現
場
に
出
て
率
先

し
て
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
目

指
し
て
永
き
に
わ
た
り
取
り
組
み
を

続
け
て
い
る
同
社
。
そ
の
思
い
は
社

員
に
も
十
分
浸
透
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
会
社
や
地
域
の
た
め
に
、

交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

交 通 事 故 状 況　平成 24年 12 月末現在

区　分 発生件数 死  者 傷　者
県　下 9553【-509】 87【9】 11508【-762】

志布志市 178【-18】 4【0】 227【-36】

志布志地区 103 2 126

有明地区 66 2 92

松山地区 9 ０ 9
※【　】は昨年比　

運行前点検も社長自ら、欠かさず行います！

交 通 事 故 防 止 は あ な た が 主 役 で す

国
民
年
金
加
入
者
の
た
め
の

こ
ん
な
と
き
、
ど
う
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ�　
海
外
に
留
学
し
た
り
住
む
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
国
民
年
金
の
手
続
き

は
必
要
で
す
か
？

　
Ａ�　

海
外
に
転
出
す
る
と
き
は
、
国

民
年
金
を
や
め
る
か
、
引
き
続
き

任
意
加
入
す
る
か
を
市
役
所
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
任
意
加
入
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
国
内
の
親
族

の
方
に
協
力
者
に
な
っ
て
も
ら
い
、

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
内
に
協
力
者
が
い
な
い
場
合

に
は
、
年
金
事
務
所
で
任
意
加
入

の
手
続
き
を
し
ま
す
。
出
国
前
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

任
意
加
入
す
る

●�

加
入
（
納
付
）
中
の
事
故
等
は
障
害

基
礎
年
金
等
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●�

加
入
中
に
納
付
し
た
保
険
料
は
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

任
意
加
入
し
な
い

●�

事
故
等
に
あ
っ
て
も
障
害
基
礎
年

金
等
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●�

合
算
対
象
期
間
に
な
り
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ�　
　

歳
ま
で
加
入
し
て
も
、
年
数
不

足
で
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

　
Ａ�　
任
意
加
入
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

受
給
資
格
期
間
（
原
則
25
年
）
を

満
た
し
て
い
な
い
方
や
、
年
金
額

を
満
額
に
近
づ
け
た
い
方
は
、
60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

�　

60
歳
に
な
っ
て
か
ら
、
市
役
所

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　

保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
、
口

座
振
替
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
に

は
、
身
分
証
、
預
金
通
帳
、
通
帳

届
出
印
が
必
要
で
す
。

　

�　

ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
で
、
65
歳
に
な
っ
て

も
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
方
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間

で
受
給
権
が
確
保
で
き
る
場
合
は
加

入
期
間
を
延
長
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所 

本
庁   

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

松
山
支
所      

４
８
７
ー
２
１
１
１

  

（
内
線
２
２
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

事
例
１

　

背
中
に
カ
イ
ロ
を
貼
り
、
ホ
ッ
ト

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
寝
て
い
た
。
夜

に
家
族
が
や
け
ど
に
気
づ
い
た
。

（
90
歳
代
男
性
）

事
例
２

　

靴
下
の
上
か
ら
左
足
首
に
カ
イ
ロ

を
24
時
間
継
続
し
て
貼
っ
て
い
た
。

は
が
し
て
み
る
と
、
皮
膚
が
赤
く
な

り
、
水
ぶ
く
れ
が
で
き
て
い
た
。　

（
70
歳
代
男
性
）

※
資
料　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　

見
守
り
新
鮮
情
報
NO
１
５
０
よ
り

ア
ド
バ
イ
ス

●�

低
温
や
け
ど
は
、
体
温
よ
り
や
や

高
め
の
も
の
が
皮
膚
の
同
じ
場
所

に
長
時
間
接
触
し
続
け
る
こ
と
で

起
き
ま
す
。
高
齢
者
は
重
症
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

●�

カ
イ
ロ
を
使
用
す
る
際
は
、
取
扱

説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う
。
長
時
間
１
カ
所
に

固
定
し
た
り
、
圧
迫
し
た
り
し
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
睡

眠
中
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

湯
た
ん
ぽ
、
電
気
あ
ん
か
、
ホ
ッ

ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
も
低
温
や
け

ど
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
製
品

で
す
。
使
い
方
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
お
知
ら
せ

●
巡
回
相
談
日
程
：

・
２
月
20
日
（
水
）

　

志
布
志
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
３
月
６
日
（
水
）

　

志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
時
間
：
い
ず
れ
も
９
時
か
ら
17
時

知 っ て る？　 消 費 生 活 Vol.24
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消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
本
庁
港
湾
商
工
課
商
工
振
興
係　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
８
９
）

　
　
　
　
　

   

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
３
２
２
）

　
　
　
　
　

   

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
３
５
４
）

 　
長
時
間
の
使
用
は
注
意
！　

カ
イ
ロ
で
低
温
や
け
ど

　

現
在
、
地
域
に
お
け
る
急
速
な
少

子
高
齢
化
や
過
疎
地
域
の
増
加
な
ど

の
問
題
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
「
共
生
・
協
働
」
が
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
共
生
・
協
働
」

の
意
味
を
明
確
に
理
解
し
、
都
城
広

域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
お

け
る
３
つ
の
柱
の
う
ち
の
１
つ
で
あ

る
、
人
材
育
成
の
取
組
の
な
か
で
「
圏

域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
」
を

図
る
た
め
、
曽
於
市
に
お
い
て
職
員

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
圏
域
の
市

町
を
は
じ
め
、
市
民
団
体
及
び
Ｎ
Ｐ

Ｏ
か
ら
計
１
０
２
人
が
参
加
し
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
探
検
の
会
代
表

理
事�

東
川
隆
太
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
東
川

氏
は
、そ
の「
ま

ち
歩
き
」
を
活

か
し
た
地
域
づ

く
り
や
地
域
再

発
見
及
び
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
さ
ら

に
は
地
域
商
店

街
の
活
性
化
ま

で
幅
広
い
分
野

で
の
活
動
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
客

観
的
な
立
場
で
地
域
を
見
直
す
こ
と

で
、
自
分
の
住
む
地
域
に
新
た
な
発

見
が
で
き
、
そ
れ
を
活
か
し
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り

が
大
事
で
あ

り
、
今
後
は
、

地
域
で
楽
し
み

な
が
ら
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
ほ

し
い
と
語
り
ま

し
た
。

　

非
常
に
分
か

り
や
す
い
内
容

で
、
２
時
間
と
い
う
研
修
時
間
が
短

く
感
じ
ら
れ
る
内
容
の
研
修
で
し
た
。

参
加
し
た
人
も
、「
今
回
の
研
修
を
参

考
に
、
自
分
の
住
む
地
域
を
見
直
す

こ
と
で
、
新
た
な
発
見
が
出
来
そ
う

な
気
が
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が

進
む
な
か
で
、
今
後
更
に
地
域
が
活

性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
や

市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
地
域
と
一

緒
に
取
組
を
行
う
「
協
働
」
が
必
要

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
良
さ
や

個
性
を
最
大
限
引
き
出
し
な
が
ら
、

潤
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
や
ま
ち
づ

く
り
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課
地
域
政
策
係　

℡
４
７
４-

１
１
１
１
（
２
５
２
・
２
５
７
）

協
働
理
解
の
た
め
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

60



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

あゆみ さん  (肝付町)  27 歳

勤務先 ： 志布志幼稚園
趣味 ： 旅行
理想の異性 ： 優しくて頼りになる人
休日の過ごし方 ： 買い物
今のお仕事はどうですか？ ： 子ども達の笑
顔に囲まれて、とってもとっても楽しい
です！
夢は？ ： ステキでかわいいお母さん！
先輩から一言 ( 堀先生 ) ： 明るく優しい笑
顔いっぱい！誰にでも好かれ、仕事もき
ちんとこなす、バイタリティ溢れる先生
です！

　道子　さん（94歳）
　　（松山町）

　「子ども５人が全員定年退職を迎え、無事に仕事を全うす
るまで見届けることが出来た。そして孫が14人、ひ孫が20人。
本当に幸せです」と話してくれた道子さん。松山町のお生ま
れで 25歳のときに結婚され、戦時中は満洲に渡り、終戦と同時
に故郷の松山へ帰っていらっしゃいました。
　その後は精米業や製麺業を営まれ、5人のお子さんを立派に育て
あげられました。それも市内外のお客様のおかげと、今でも感謝の
気持ちを忘れたことがないそうです。現在はお孫さんご夫婦と同居し、
賑やかなひ孫 3人に囲まれて充実した毎日を送られています。
　「元気の秘訣は毎日欠かさず新聞に目を通し、大好きな読書をして、
字を書くこと。そして何より小学生のひ孫の宿題を一緒にすることです」
と話す道子さん。教科書を見ながら厳しく指導されているようです。
　「お風呂に入っていると、ひ孫が『大丈夫』と誰に言われたわけでもな
いのに声をかけてくれる。心の優しい子に育っていることが何よりも嬉
しい」と笑顔で話す道子さん。家族みんなが必要とし、心の支えになっ
ています。これからも素敵なご家族と元気に過ごされてください。

市
民
の
広
場
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（No.086/2013-2）

　今月の読者プレゼントは、お
便りをくださった方の中から
抽選で、ひまわり券 5 枚とボ
ルベリアダグリから「ランチ
パックプラン招待券」を１人
の方に、加世田観光農園から

「1000 円分の商品券」を４人の
方にプレゼントします。

　13年前に亡くなられたご主人の
肖像画と一緒に

　消防車やパトカー、電車など

乗り物が大好きな陽司。おしゃ

べりするのもとても上手になり

ました。いっぱい笑って、たく

さん泣いて……元気にすくすく

育ってね。

（両親より）

陽
は る じ

司ちゃん（１歳）

（志布志町志布志）

父　陽光さん　母　麻美さん

国 民 宿 舎
ボルベリア ダグリ× 加世田観光農園

農園でいちご食べ放題＆

ダグリのランチ＆温泉！

平成 25 年３ 月 31 日まで！

ボルベリアダグリで人気の『上海鮮丼定食』が、松山で実った『果汁たっぷり苺』とコラボレーション !!

人気の上海鮮丼！ 苺 食べ放題！
大人 ２，３００円
（上海鮮丼定食＋いちご狩り＋ダグリ入浴券）

小学生　２，０５０円 （海鮮丼定食付）
小学生　１，３５０円 （お子様ランチ付）
３歳以上　１，１００円 （お子様ランチ付）

※要予約（２日前まで）
※送迎はありません
※天ぷら定食への変更も可能です
　（追加料金の場合有り）
※小学生以下のプランには、
　入浴券は付きません

いちご農園の
加世田さん

■お問い合わせ：

・国民宿舎　ボルベリアダグリ：℡ .099-472-1478
　（ご昼食営業時間：11 時 30 分から 13 時 30 分まで）

・加世田観光農園：℡ .099-487-2100

　（苺農園営業時間：10 時 00 分から 16 時 00 分まで） ボルベリアダグリ

読者プレゼント

　4 人で仲良く遊んでいる姿を

見ると、お父さんもお母さんも

とても幸せな気持ちになりま

す。これからもケンカをしなが

らも 4 人で助け合って成長して

いってね。
（両親より）

はるひちゃん（７歳）

　　ひなつちゃん（５歳）

　　　武
む さ し

蔵ちゃん（３歳）

　　　　虎
こ じ ろ う

次郎ちゃん（２歳）

（松山町尾野見）
父　徳一さん　母　明子さん 　ハイハイが少しずつ上手に

なって、行動範囲が広がりまし

た。一人遊びも出来るようにな

り楽しいね♪

　いつも笑顔な咲希ちゃん、元気

で健やかに成長してね。ママもパ

パも楽しみです♥

（両親より）

咲
さ き

希ちゃん（７か月）

（有明町野井倉）

父　真一さん　母　洋子さん



★アンケート★【２月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

こ
の
ま
ち
が
大
好
き
で
す
！

　

志
布
志
に
住
み
始
め
て
丸
8
年
、
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
、
仕
事
と
色
々
あ

る
な
か
で
、
大
変
で
く
じ
け
そ
う
な
と

き
、
志
布
志
で
ご
縁
の
あ
っ
た
方
々
に

と
て
も
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
温
か

い
心
を
お
持
ち
の
方
が
多
く
、
優
し
い

こ
の
ま
ち
が
大
好
き
で
す
。
今
度
は
私

が
恩
返
し
し
て
い
き
ま
す
！

（
感
謝
し
て
い
ま
す　

女
33
歳
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
を
離
れ
て
、
見

ず
知
ら
ず
の
土
地
で
生
活
す
る
こ
と
は

不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
、
周
り
の
方
々
の
助
け
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か

ら
も
大
好
き
な
志
布
志
で
の
生
活
を
満

喫
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
志
布
志
を
好

き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！

志
布
志
高
校
の
生
徒
に
感
謝

　

12
月
の
終
わ
り
、
伊
勢
神
社
の
清
掃

を
し
て
い
る
と
、
一
人
の
高
校
生
が
ほ

う
き
を
持
っ
て
現
れ
ま
し
た
。
部
活
で

階
段
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
掃
除
に
来

た
と
の
こ
と
。
志
布
志
高
校
の
野
球
部

員
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
階
段
を
1
段
1

段
き
れ
い
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
サ
ッ
カ
ー
部
員
も
階
段
で
の
練
習
を

終
え
て
残
っ
て
い
た
草
を
捨
て
て
く
れ

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
使
っ
た
場
所
を

き
れ
い
に
し
て
帰
る
と
い
う
気
持
ち
を

と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

野
球
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
平
成
25
年
度
の
大

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

（
新
町
Ｋ
・
Ｚ　

男
69
歳
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
で
使
う
場
所
は
自
分
た
ち

で
き
れ
い
に
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
当
た
り
前
が
な
か
な
か
出
来

な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
若
い
高
校
生
が

そ
の
よ
う
な
行
動
を
見
せ
て
く
れ
る
こ

と
は
本
当
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。
そ
の

よ
う
な
志
布
志
の
子
ど
も
達
が
、
こ
れ

か
ら
も
大
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ

ら
ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、一
言
で
も
結
構
で
す
の
で
、

ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください（官製はがきでも応募できます）。

お便り
お待ちしています
　市報しぶしを読んだ感想や今後取
り上げて欲しい特集、志布志市に対
するご意見等何でもお好きなことを
書いてください（一部修正して掲載
する場合もあります）。
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。

…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます（お便りが多数の場合には
担 当 に て 選 考 の う え 掲 載 し ま
す）。個別の回答はいたしません
ので、ご了承ください。
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高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成24年11月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２８８，３２５，６５４円
11月 末 国 保 加 入 者 数 １０，６６９人
１人当たり医療費（医療費総額
を加入者数で除したものです） ２７，０２５円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２２，９６６円

個 人 負 担 額 ４，０５９円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機関
等で診療したものに対し、市（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約 85.0％を市（国保）が負担しています。

二
種
混
合
予
防
接
種
の

実
施
に
つ
い
て

　

二
種
混
合
予
防
接
種
の
集
団
接

種
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
12
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
集
団

接
種
の
機
会
を
逃
し
た
方
で
す
。

◆�

日
時
：

　

平
成
25
年
３
月
28
日
（
木
）

◆
受
付
時
間
：

　

13
時
か
ら
14
時
ま
で

◆
実
施
場
所
：

　

志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
役
所　

保
健
課

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
１
６
８
）

 市の人口　12 月 31 日現在
人　口 33,745 人  （▲ 18）
男　性 15,931 人  （▲３）
女　性 17,814 人  （▲ 15）
転　入 77 人 　転　出 　74 人
出　生 30 人 　死　亡 　51 人
世帯数 15,857 戸  （▲ 15）

志布志港　平成 24 年 12 月分

　①入港隻数　63 隻（日本 0、外国 63）
　②輸出 14 億 28 百万円
　③輸入 115 億 46 百万円

資料　鹿児島税関支署

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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　　　今月の納税　　　　納付期限　２月 28 日（木）　口座振替日　２月 25 日（月）
　　　口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

　　　国民健康保険税（10期）　　介護保険料（10期）　　後期高齢者医療保険料（10期）
※【納税証明等の交付について】金融機関等で納付してから市役所で納付確認ができるまで、約１週間程度かかる
場合があります。納付後、早急に納税証明等が必要な場合は領収書等をご持参のうえ交付請求してくださいますよ
うお願いします。

ストップ滞納

平成24年度 滞納処分等実施状況について
■�問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

 ■差押を実施した人数　150 人 （平成 24 年４月〜
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　平成 25 年 1 月末現在）

・給　与　18人���・預貯金　53 人���・不動産　40 人
・動　産　��6 人����・債　権　33 人

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い
方につきましては、本庁・各支所の税務窓口にて随時納税相談を実施しております。

差押の内容

　特別な理由も無く滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、財産（給
与、預金、不動産など）を差し押さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10日を
経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなければならない」と定められています）。

安
心
・
確
実
・
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
税
等
の
お
支
払
い
は
、

　

口
座
振
替
は
、
ご
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
的

　

に
引
き
落
と
し
を
行
う
も
の
で
す

◆
メ
リ
ッ
ト
：

●�

金
融
機
関
に
納
め
に
行
く
手
間
が

省
け
ま
す
。

●�

う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

●�

翌
年
（
次
回
）
か
ら
も
自
動
的
に

継
続
さ
れ
る
た
め
、
再
手
続
き
は

不
要
で
す
。

◆
ご
利
用
で
き
る
金
融
機
関
：

　

�

鹿
児
島
銀
行
・
南
日
本
銀
行
・
鹿

児
島
相
互
信
用
金
庫
・
九
州
労
働

金
庫
・
鹿
児
島
信
用
金
庫
・�

鹿
児

島
興
業
信
用
組
合
・
そ
お
鹿
児
島

農
業
協
同
組
合
・
あ
お
ぞ
ら
農
業

協
同
組
合
・
宮
崎
銀
行
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
（
郵
便
局
）

◆
振
替
日
：

　

納
期
月
の
25
日
（
再
振
替
は
翌
月

　

の
10
日
）

※
振
替
日
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営

　

業
日
と
な
り
ま
す
。

◆�

申
込
方
法
：

※�

通
帳
・
届
出
印
等
を
準
備
し
、
振

替
希
望
の
金
融
機
関
で
手
続
き

　

右
記
の
金
融
機
関
に
申
込
書
が
あ

り
ま
す
の
で
、
通
帳
・
通
帳
届
出
印
・

納
税
義
務
者
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る

も
の
（
通
知
書
等
）
を
お
持
ち
に
な

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
の
受
付
は
随
時
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
後
、

約
２
か
月
、
登
録
期
間
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
込
手
続
き
は
お
早

め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
あ
る
一
定
期
間
引
き
落
と

し
で
き
な
い
場
合
は
、
口
座
振
替
が

停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

固
定
資
産
税
の
共
有
名
義
分
に
つ

い
て
は
、
個
人
分
と
は
別
に
申
込

み
が
必
要
で
す
。

※�

口
座
振
替
を
解
約
さ
れ
る
と
き

は
、
書
面
に
よ
り
金
融
機
関
へ
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁�

税
務
課�

収
納
管
理
係　
　

　
℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
１
４
７
・
１
４
８
）
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平
成
25
年
１
月
25
日
、
か
ご
し

ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
『
平
成

24
年
度
県
・
市
町
合
同
公
売
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
を
は
じ
め
、
県
内
各
地
か

ら
様
々
な
差
押
物
件
が
出
品
さ
れ
、

収
益
は
滞
納
市
税
に
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
３
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
手
続
き
、
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
人
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

処
分
し
た
と
き
や
、
他
の
人
へ
譲
っ
た
と
き
な
ど
、
左
記
に
該
当
す
る
場
合
は
、

４
月
１
日
ま
で
に
、
車
種
に
応
じ
て
必
要
な
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

◆
軽
自
動
車
が
使
え
な
く
な
っ
て
、

処
分
し
た
と
き

●�

廃
車
手
続
き
が
必
要
で
す
。
軽
自
動
車
は

普
通
自
動
車
と
は
異
な
り
、
４
月
１
日
ま
で

に
手
続
き
し
な
け
れ
ば
、
１
年
分
の
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
他
人
に
軽
自
動
車
を
譲
っ
た
と
き

●�

名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
い
つ
ま
で

も
あ
な
た
が
軽
自
動

車
税
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

●�

警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
も
廃
車
の
手
続

き
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
警
察
で
貰
え
る
盗

難
届
受
理
番
号
を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
車
、
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）、

　

車
検
証
が
無
い
と
き

●
車
本
体
、
標
識
、
車
検
証
等
が
無
け
れ
ば

本
来
廃
車
手
続
き
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
内
容

次
第
で
は
課
税
を
保
留

に
す
る
こ
と
も
出
来
ま

す
。
市
役
所
税
務
課
ま

で
ご
相
談
下
さ
い
。

■手続き ・ 問い合わせ先　一覧表

車　　種 手続き・問い合わせ先

・125cc 以下の二輪車

・小型特殊自動車

・ミニカー

市役所税務課　　　℡：474-1111（145）

志布志支所税務課　℡：472-1111（232）

松山支所地域振興課　℡：487-2111（223）

・軽自動車

・�126cc ～ 250cc 以下の

二輪車

全国軽自動車協会連合会

鹿児島県事務取扱所　℡：099-261-4011

・250cc を超える二輪車
九州運輸局鹿児島運輸支局

　　　　　　　　�　℡：050-5540-2089

確
定
申
告
は 

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
！
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

◆�

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子

申
告

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

（
電
子
申
告
）
を
利
用
し
て
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
最
高
３
０
０
０
円
の
税
額
控
除

　

平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
を
本
人
の

電
子
証
明
書
を
付
し
て
、
申
告
期
限
内

に
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
所
得
税
額

か
ら
最
高
３
０
０
０
円
の
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
平
成
19
年
か
ら

23
年
分
の
確
定
申
告
で
こ
の
控
除
を
受

け
た
方
は
、
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
）。

◆
添
付
書
類
の
提
出
省
略

　

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等

は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
又
は
提
示
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
確
定
申
告
期
限

か
ら
３
年
間
、
書
類
の
提
出
又
は
提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

◆
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
、
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
（
３
週

間
程
度
に
短
縮
）。

申
告
期
限
等
の
お
知
ら
せ

◆
申
告
所
得
税

●
申
告
期
限
：
平
成
25
年
３
月
15
日（
金
）

●
納
付
期
限
：
平
成
25
年
３
月
15
日（
金
）

●
振
替
期
日
：
平
成
25
年
４
月
22
日（
月
）

◆
贈
与
税

●
申
告
期
限
：
平
成
25
年
３
月
15
日（
金
）

●
納
付
期
限
：
平
成
25
年
３
月
15
日（
金
）

※
振
替
納
税
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
個
人
事
業
主
の
消
費
税
及
び

　

地
方
消
費
税

●
申
告
期
限
：
平
成
25
年
４
月
１
日（
月
）

●
納
付
期
限
：
平
成
25
年
４
月
１
日（
月
）

●
振
替
期
日
：
平
成
25
年
４
月
24
日（
水
）

申
告
書
記
載
会
場
の
お
知
ら
せ

◆
会
場

　

大
隅
税
務
署

　

４
階
会
議
室

　
（�

曽
於
市
大

隅
町
岩
川

６
４
９
１
番

地
２　

大
隅

合
同
庁
舎

【
国
】
内
）

◆
開
設
期
間

　

平
成
25
年
２
月
18
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
25
年
３
月
15
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
：
大
隅
税
務
署

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
０
０
７

　
　
　
（
自
動
音
声
案
内
）

　

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.nta.go.jp

ス
ト
ッ
プ
滞
納

・
税
情
報
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農政課からのおしらせです

■問い合わせ先
　・本庁農政課畑かん推進係　℡ 474-1111（431）　　　　　・志布志支所産業振興室　   ℡ 472-1111（412）
　・松山支所産業振興室　　　℡ 487-2111（232）　　　　　・県畑かんセンター　　　   ℡ 482-2547
　・曽於東部土地改良区　　    ℡ 487-2986　　　　　　　　  ・曽於南部土地改良区　　　℡ 471-0171

総務課からのおしらせです

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

畑
か
ん
水
の
散
水
注
意
に

つ
い
て
の
お
願
い

　

畑
か
ん
水
を
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
等
で
散
水
さ
れ
る
場
合
、

散
水
が
道
路
等
に
か
か
り
路
面

が
凍
結
し
、
バ
イ
ク
や
自
転
車

の
転
倒
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

散
水
さ
れ
る
場
合
に
は
、
散

水
時
の
状
況
確
認
と
、
散
水
に

よ
る
影
響
を
予
測
す
る
な
ど
、

充
分
な
配
慮
と
注
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

農
地
法
等
に
基
づ
く
利
用
権

設
定
の
お
願
い
に
つ
い
て

　

担
い
手
農
家
の
皆
様
は
、
農

用
地
の
集
積
・
規
模
拡
大
等
に

鋭
意
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
安
定
し
た
営
農
計

画
を
策
定
す
る
場
合
の
農
用
地

の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
は
、
農

地
法
等
に
基
づ
く
利
用
権
設
定

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
補
助
事
業
を
導

入
す
る
場
合
で
も
利
用
権
設
定

を
し
て
い
な
い
と
受
け
ら
れ
な

い
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農

用
地
を
貸
し
借
り
さ
れ
る
場
合

に
は
、
必
ず
農
業
委
員
会
で
農

地
法
等
に
基
づ
く
利
用
権
設
定

の
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

曽
於
東
部
畑
か
ん
の
計
画
変

更
同
意
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
３
月
で
曽
於
東
部

地
区
（
松
山
地
区
）、
曽
於
東

部
二
期
地
区
（
志
布
志
地
区
）、

曽
於
東
部
三
期
地
区
（
松
山
豊

留
地
区
）
の
畑
地
か
ん
が
い
事

業
が
、
す
べ
て
終
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、

県
営
事
業
を
推
進
す
る
中
で
、

給
水
栓
や
農
道
、
排
水
路
、
受

益
地
の
編
入
や
除
外
等
、
当
初

の
計
画
か
ら
変
更
を
し
た
土
地

所
有
者
等
関
係
者
の
同
意
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
曽
於
東
部

地
区
土
地
改
良
区
が
委
託
し

た
、
同
意
徴
集
員
が
関
係
者
宅

を
訪
問
し
、
同
意
書
に
署
名
捺

印
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※�

畑
か
ん
事
業
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
お
気
軽
に
下

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　本庁と支所の機能分担や職員の業務分担などを見直

し、市民の皆様が利用しやすい体制づくりを図ります。

表は変更のあった課のみをお知らせしています。

平成 25 年４月から市役所の

組織が変わります

耕地林務
水産課

耕地係

林務水産係

計画係

耕地林務
水産課

耕地係

林務水産係

ほ場整備
推進室

ほ場整備
推進係

新 旧

←

本　　庁

●ほ場整備推進室を廃止し、ほ場整備推進係を計画係とします。
新 旧

←

松 山 支 所

地域振興課
総務係

地域振興係

市民課

税務係

市民係

福祉係

保健係

産業建設課

農政係

畜産係

耕地林務係

管理係

土木建築係

地域振興課

総務係

地域振興係

税務係

市民課

市民係

福祉係

保健係

産業振興課
（産業振興室）

農政係

畜産係

耕地林務係

建設課

管理係

建築係

土木係

●地域振興課の税務係を市民課に置きます。
●産業振興課と建設課を統合し、産業建設課とします。
　（建築係と土木係を土木建築係とします）

旧
税務課 税務係

市民課

市民係

年金係

環境衛生係

産業振興課
（産業振興室）

農政係

畜産係

耕地林務係

建設課

管理係

建築係

土木係

新

志 布 志 支 所

●税務課と市民課を統合し、市民税務課とします。
●産業振興課と建設課を統合し、産業建設課とします。
　（地域振興課及び福祉課においては、変更ありません）

市民税務課

税務係

市民係

年金係

環境衛生係

産業建設課

農政係

畜産係

耕地林務係

管理係

建築係

土木係

←

公 の 施 設 の 指 定 管 理 者 が 決 ま り ま し た

　12 月議会において提案された公の施設の指定管理者の指定について、次のとおり議決され、平成 25 年４月から

次の指定管理者が管理運営を行うことになります。

　指定管理者制度は、施設を市が保有したまま、その管理運営を指定管理者に行わせるものです。今後とも市民の

皆様のご利用をお願いします。

施 設 名 指定管理者となる団体 指 定 期 間 所 管 課

蓬の郷
（ふれあい交流センター）

株式会社　蓬の郷
�平成 25 年４月１日から
�平成 28 年３月 31 日まで

港湾商工課

蓬 の 郷 ( ふれあい交流セン
ター以外の施設 )

特定非営利活動法人
NPO オアシス水環境研究会

�平成 25 年４月１日から
�平成 28 年３月 31 日まで

港湾商工課

ダグリ公園の公園施設 ( 海水
浴場施設 ・ダグリ岬遊園地等 )

株式会社　谷口製作所
�平成 25 年４月１日から
�平成 28 年３月 31 日まで

港湾商工課

市民センター 社会福祉法人
志布志市社会福祉協議会

 平成 25 年４月 1 日から
 平成 30 年３月 31 日まで

福祉課

老人福祉センター 社会福祉法人
志布志市社会福祉協議会

 平成 25 年４月 1 日から
 平成 30 年３月 31 日まで

福祉課

◆新たに指定管理者が決定した公の施設

※次ページに続きます

施 設 名 指定管理者となる団体 指 定 期 間 所 管 課

老人憩の家 社会福祉法人
志布志市社会福祉協議会

�平成 25年４月 1 日から
 平成 30 年３月 31 日まで

福祉課

健康ふれあいプラザ 社会福祉法人
志布志市社会福祉協議会

�平成 25年４月 1 日から
 平成 30 年３月 31 日まで

福祉課

農業管理センター及び
新規就農者研修施設

公益財団法人
志布志市農業公社

�平成 25 年４月１日から
�平成 30 年３月 31 日まで

農政課

有明開田の里公園 志布志市開田の村管理組合
 平成 25 年４月 1 日から
 平成 28 年３月 31 日まで

教育委員会　有明分室

有明農業歴史資料館 志布志市開田の村管理組合
 平成 25 年４月 1 日から
 平成 28 年３月 31 日まで

教育委員会　有明分室

コミュ二ティセンター
志布志市文化会館

特定非営利活動法人
志布志スポーツクラブ

 平成 25 年４月 1 日から
 平成 28 年３月 31 日まで

生涯学習課

やっちくふれあいセンター 株式会社　サンエス総合ビル
メンテナンス

 平成 25 年４月 1 日から
 平成 28 年３月 31 日まで

教育委員会　松山分室

城山総合公園の運動施設 公益社団法人　志布志市シル
バー人材センター

 平成 25 年４月 1 日から
 平成 28 年３月 31 日まで

教育委員会　松山分室

志布志運動公園の運動施設 特定非営利活動法人
志布志スポーツクラブ

 平成 25 年４月 1 日から
 平成 28 年３月 31 日まで

生涯学習課

有明体育施設 公益社団法人　志布志市シル
バー人材センター

 平成 25 年４月 1 日から
 平成 28 年３月 31 日まで

教育委員会　有明分室

■問い合わせ先：
　総務課　行政改革推進室　℡：474-1111（232）
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広
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広
告

求
職
者
支
援
訓
練
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
た
め

の
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
、
Ｃ
Ｓ
Ｓ
、
Ｊ
ａ
ｖ
ａ

Ｓ
ｃ
ｒ
ｉ
ｐ
ｔ
の
ス
キ
ル
や
、
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
の
運
営
・
管
理
に
必
要
な

知
識
を
学
習
し
、
企
業
に
お
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
担
当
で
き
る
人
材

を
育
成
し
ま
す
。

◆�

日
時
：
３
月
25
日
か
ら
６
月
24
日

の
平
日
９
時
～
15
時
50
分

◆�

場
所
：
鹿
屋
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

（
鹿
屋
市
白
水
町
）

◆�

対
象
者
：
再
就
職
を
目
指
す
方

（
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
の
で
き
る
方
）

◆�

受
講
料
：
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
８
６
７
５
円
は
自
己
負
担
で
す
）

◆
定
員
：
15
名

◆
応
募
期
限
：
２
月
27
日
（
水
）

※�

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
：

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

　

鹿
屋
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

　
℡
：
０
９
９
４
‐
４
６
‐
５
０
８
８

市
奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

　　

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
25
年
度

の
高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
短
期
大

学
・
大
学
・
海
外
留
学
生
を
対
象

に
、
次
の
と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

◆
申
請
書
類
配
布
：

　

平
成
25
年
３
月
１
日
（
金
）
か
ら

◆�

対
象
者
：
高
校
生
・
大
学
生
（
大

学
院
生
含
む
）・
短
期
大
学
生
・

高
等
専
門
学
校
生
・
専
門
学
校
生
・

留
学
生
（
高
校
生
・
大
学
生
・
短

期
大
学
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・

専
門
学
校
生
）

※
進
学
等
は
新
規
扱
い
と
な
り
ま
す
。

◆�

募
集
期
間
：
平
成
25
年
４
月
１
日

（
月
）
か
ら
４
月
30
日
（
火
）
午

後
５
時
ま
で
【
必
着
】

◆�

貸
与
金
額
（
年
額
）

●
高
校
生
：
18
万
円

　
（
月
額
：
１
万
５
０
０
０
円
）

●
大
学
（
院
）・
短
大
・
専
門
学
校
生
：

　

36
万
円
（
月
額
：
３
万
円
）

●
留
学
生
：
60
万
円（
月
額
：
５
万
円
）

◆
貸
与
方
法
：

　

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除

く
）へ
の
口
座
振
込
に
て
行
い
ま
す
。

振
り
込
み
は
、年
３
回（
７
月
、10
月
、

２
月
）
で
す
。
貸
与
期
間
は
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

◆
応
募
の
資
格
：

①�

４
月
１
日
現
在
で
本
市
に
３
か
月
以

上
在
住
す
る
者
の
子
で
あ
る
こ
と

②�

所
得
が
５
０
０
万
円
以
下
の
世
帯

（
申
請
者
が
２
名
以
上
の
場
合
は

こ
の
限
り
で
は
な
い
）

③�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
保
証
能
力

の
あ
る
連
帯
保
証
人
を
立
て
ら
れ

る
こ
と

◆
返
還
方
法
：

　

卒
業
し
て
１
年
後
か
ら
、
５
年
～

10
年
の
期
間
で
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※�

そ
の
他
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課　

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１（
３
１
２
）

●
有
明
分
室

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
２
６
１
）

●
松
山
分
室

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１（
２
６
２
）

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者
募
集
！

　

今
年
で
７
回
目
と
な
る
「
鹿
児
島

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
、
平

成
25
年
５
月
19
日
（
日
）
に
県
立
鴨

池
陸
上
競
技
場
な
ど
で
開
か
れ
る
予

定
で
す
。

　

県
内
に
居
住
す
る
13
歳
以
上
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
が
参
加
で

き
ま
す
。

　

障
害
別
に
陸
上
・
水
泳
・
卓
球
・

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
競
技
が

行
わ
れ
、「
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」の
予
選
を
兼
ね
た
大
会
で
す
。

　

選
手
資
格
や
競
技
規
則
な
ど
詳
し

く
は
、左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
申
込
期
限
：
３
月
15
日
（
金
）
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
本
庁�

福
祉
課�

社
会
福
祉
係

　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１（
１
６
０
）

●
松
山
支
所　

市
民
課�

福
祉
係

　

℡
４
８
７
‐
２
１
１
１（
２
７
２
）

●
志
布
志
支
所�

福
祉
課�

福
祉
係

　

℡
４
７
２
‐
１
１
１
１（
２
０
３
）

ふ
れ
あ
い
農
園
で
家
庭
菜
園
づ

く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
志
布
志
町
上
昭
和
地
区

に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
へ
の
入
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園
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
園
期
間
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年

毎
の
契
約
に
な
り
ま
す
。
農
園
の
１
区

画
当
た
り
の
面
積
は
約
27
㎡
で
、
入
園

料
は
年
額
１
５
０
０
円
で
す
。

　

入
園
を
希
望
の
方
は
、
平
成
25
年

３
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
お
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
：

�　

志
布
志
市
役
所�

志
布
志
支
所　

　

産
業
振
興
室�

農
政
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１（
４
１
２
）

山
重
幼
稚
園
の
園
児
募
集
！

　

志
布
志
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
25
年
度
山
重
幼
稚
園
の
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

◆
入
園
で
き
る
園
児
：
満
３
歳
以
上

◆
募
集
定
員
：
35
人

◆
保
育
時
間
：
午
前
８
時
15
分
か
ら

　

�

午
後
２
時
ま
で
（
午
前
７
時
30
分

か
ら
午
前
８
時
15
分
ま
で
・
午
後

２
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
は

預
か
り
保
育
に
な
り
ま
す
）

◆
保
育
料
な
ど
：

●
入
園
料　

５
０
０
円

●
保
育
料　

４
０
０
０
円
／
月

●
教
材
料　

１
０
０
０
円
／
月

●
給
食
費　

３
６
５
０
円
／
月

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費　

１
０
０
０
円
／
月

◆
募
集
期
間
：

　

平
成
25
年
2
月
1
日
（
金
）
か
ら

　

平
成
25
年
2
月
28
日
（
木
）
ま
で

■
入
園
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
：

●
山
重
幼
稚
園

　

℡
：
４
７
５
‐
１
９
２
２

●
志
布
志
市
教
育
委
員
会　

有
明
分
室

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
２
６
１
）

「
ブ
ー
タ
ン
っ
て
こ
ん
な
国
！
」

　

世
界
一
幸
せ
な
国
と
い
わ
れ
て
い

る
ブ
ー
タ
ン
か
ら
農
業
研
修
員
が

や
っ
て
き
ま
す
。
交
流
を
楽
し
み
な

が
ら
ブ
ー
タ
ン
の
文
化
に
触
れ
ま

し
ょ
う
。

◆�

日
時
：
３
月
10
日
（
日
）　

14
時

～
15
時
30
分
（
受
付
13
：
30
か
ら
）

◆
場
所
：
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
セ
ン
タ
ー　

◆�

参
加
費
：
小
学
生
以
上�

３
０
０

円
、
幼
児
無
料

◆�

定
員
：
50
人
（
要
予
約
と
し
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）。

※�

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月

１
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
要
予
約
）。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
：

　

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
ア
ジ
ア
太

　

平
洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
５
‐
３
２
８
８

　

FAX
：
０
９
９
４
‐
４
５
‐
３
２
５
８

　

Ｅ
メ
ー
ル
：

　

kapic111@
po3.synapse.ne.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　

http://www3.synapse.ne.jp/kapic/

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

◆
鹿
児
島
県
最
低
賃
金

　
　
　
　
　
　
（
地
域
別
最
低
賃
金
）

●
時
間
額
：
６
５
４
円

　

効
力
発
生
日
：
平
成
24
年
10
月
13
日

◆
特
定
最
低
賃
金（
産
業
別
最
低
賃
金
）

●
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　

時
間
額
：
６
８
０
円

　

効
力
発
生
日
：
平
成
24
年
12
月
８
日

●
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　

時
間
額
：
７
２
４
円

　

効
力
発
生
日
：
平
成
24
年
12
月
19
日

●�

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業

　

時
間
額
：
７
０
０
円

　

効
力
発
生
日
：
平
成
24
年
12
月
21
日

※�

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
労
働

者
に
対
し
、
最
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。�

※�

最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。�

●�

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結
婚

手
当
な
ど
）

●�

一
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
な
ど
）

広
告

募　
　

集

お
知
ら
せ
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編
集
後
記

　

つ
い
に
志
布
志
か
ら
甲
子
園
に
出
場
す
る
高
校
が
誕
生
し

ま
し
た
。
初
め
て
の
大
隅
半
島
か
ら
の
出
場
、
本
当
に
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
尚
志
館
高
校
野
球
部
の
皆
さ
ん
、
甲
子

園
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
▼
実
は
、
そ
の
出
場
決

定
の
連
絡
が
あ
っ
た
瞬
間
、
私
も
取
材
の
た
め
多
く
の
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
と
共
に
同
校
の
校
長
室
に
待
機
し
て
い
ま
し

た
。
高
野
連
か
ら
出
場
決
定
の
電
話
を
受
け
た
校
長
先
生
や

廊
下
で
歓
声
を
上
げ
る
他
の
先
生
と
生
徒
た
ち
の
あ
の
喜
び

よ
う
は
、
本
当
に
野
球
部
だ
け
で
な
く
、
学
校
全
体
で
待
ち

望
ん
で
い
た
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
、
熱
く
こ
み
上
げ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
▼
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
に

限
ら
ず
様
々
な
喜
び
の
場
面
に
多
く
立
ち
会
い
ま
す
。
皆
一

様
に
素
晴
ら
し
い
笑
顔
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
辿
り
着
く

ま
で
の
努
力
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
は
ず
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
ま
で
表
現
出
来
る
よ
う
努
力
し
な
く
て
は
。
と
今
回

の
取
材
は
改
め
て
そ
う
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。（
國
重
）

■松山地区　
２月 イケダ 　 ℡ 487-8771
３月 今井水道 　 ℡ 487-8868
■志布志地区�
２月12 日〜２月18 日 高吉組 ℡ 472-0721
２月19 日〜２月25 日 崎田建設 ℡ 473-0050
２月26 日〜３月４日 志布志水道 ℡ 472-3540
３月５日〜３月 11 日 山本組 ℡ 472-1101
３月12 日〜３月18 日 宮崎水道 ℡ 472-1081
３月19 日〜３月25 日 高吉組 ℡ 472-0721
■有明地区
２月 10 日〜２月 16 日 西江建設 ℡ 474-2113
２月 17 日〜２月 23 日 山中水道 ℡ 474-1440
２月 24 日〜３月２日 有徳設備 ℡ 475-1596
３月３日〜３月９日 池崎建設 ℡ 475-2068
３月 10 日〜３月16 日 郡山工業 ℡ 475-0008
３月 17 日〜３月 23 日 西江建設 ℡ 474-2113

■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされない
と基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合は、
中止の手続きをお勧めします。なお、中止されていた水道
を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

水道修繕当番店

●�

時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働
に
対

す
る
割
増
賃
金�

●�
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

手
当�

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
８
８
１

　

鹿
屋
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
３
‐
３
３
８
５

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
映
画

が
上
映
さ
れ
ま
す

　
「
エ
ク
レ
ー
ル
お
菓
子
放
浪
記
」

　

御
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

◆
上
映
日
時
・
場
所
：

●
平
成
25
年
3
月
15
日
（
金
）　

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
平
成
25
年
3
月
16
日
（
土
）　

　

市
文
化
会
館

●
平
成
25
年
3
月
17
日
（
日
）　

　

や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
【
３
会
場
共
通
】

●
昼
の
部
：
13
時
30
分�

開
場　
　

　

14
時�

上
映
開
始

●
夜
の
部
：
18
時�

開
場

　

18
時
30
分�

上
映
開
始

　
（
上
映
時
間
１
０
５
分　

全
席
自
由
席
）

◆�

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
：
志
布
志
市

文
化
会
館
・
志
布
志
市
役
所
本
庁

売
店
・
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
・（
株
）
島
津
・
く
に
み
書
店
・

三
昧
堂
商
事
・
タ
イ
ガ
ー
ス
ポ
ー
ツ

◆�

前
売
券
：
一
般
１
０
０
０
円

　

当
日
券
：
一
般
１
５
０
０
円

　

小
中
高
生
：
８
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
：
４
７
２
‐
１
８
０
０

●
志
布
志
市
役
所　

福
祉
課

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
１
７
１
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ利

用
申
込
案
内

　

市
福
祉
課
で
は
、
平
成
25
年
度
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
み
の
受

付
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
利
用
希
望

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者

の
方
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
利
用
承
認
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
承
認
申
請
書
は
志
布
志
市
役

所
本
庁
・
支
所
ま
た
は
各
保
育
所

（
園
）
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間
：

　

２
月
15
日（
金
）～
２
月
28
日（
木
）

　

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

配
布
・
受
付
場
所
に
用
意
し
て
あ

る
『
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
利

用
承
認
申
請
書
』
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、『
父
母
の
就
業
証
明
書
』
を

添
付
し
て
、
保
護
者
が
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
で
き
る
基
準

　

家
庭
外
就
労
、
家
庭
内
就
労
（
内

職
等
）、母
親
の
出
産
・
病
気
や
負
傷
、

家
庭
の
災
害
等
に
よ
り
、
学
校
か
ら

帰
宅
し
て
も
１
人
で
過
ご
す
こ
と
に

な
る
家
庭
の
小
学
１
年
生
～
4
年
生

の
児
童
に
限
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
：

●
本
庁
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
１
７
４
）

●
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１（
２
７
６
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１（
２
０
２
）

第
７
回
志
布
志
市
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

今
年
の
競
技
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
と
フ
ッ
ト
サ
ル
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役

所
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ご
家
族
の
方
も
是
非
一
緒
に
参
加

し
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

◆
日
時
：
平
成
25
年
２
月
23
日
（
土
）

　

受
付　

午
前
9
時
～
9
時
30
分

　

競
技　

午
前
10
時
～
12
時
終
了　

　
（
予
定
）

◆
会
場
：
志
布
志
運
動
公
園
体
育
館

◆�

種
目
：
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
フ
ッ

ト
サ
ル

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
：

●
本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
６
０
）

　

FAX�

：
４
７
４
‐
２
２
８
１

●
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１（
２
７
２
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係�　

�

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
２
０
２
）

第
４
回
志
布
志
の
ひ
な
人
形
展

　

古
い
ひ
な
人
形
や
紙
人
形
、
土
人

形
、
下
げ
も
ん
な
ど
を
展
示
す
る
、

「
志
布
志
の
ひ
な
人
形
展
」
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
２
月
24
日
（
日
）
～　
　

　

３
月
９
日
（
土
）
10
時
～
15
時

◆
場
所
：
志
布
志
地
区
公
民
館　

　

分
館
２
階

◆
主
催
：
志
布
志
観
光
ガ
イ
ド

◆
共
催
：
志
布
志
市

◆�
そ
の
他
：
志
布
志
観
光
ガ
イ
ド
で

は
、
人
形
展
に
展
示
す
る
古
い
ひ

な
人
形
や
珍
し
い
ひ
な
人
形
を
探

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
貴
重
な

人
形
を
、
こ
の
機
会
に
展
示
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
志
布
志
観
光
ガ
イ
ド　

川
崎
幸
夫

　

℡
：
４
７
２
‐
０
３
４
３

●
志
布
志
市
総
合
観
光
案
内
所

　

℡
：
４
７
２
‐
２
２
２
４

霧
島
ア
ー
ト
の
森

臨
時
休
園
に
つ
い
て

　

収
蔵
作
品
の
燻
煙
処
理
な
ど
に
伴

い
、
左
記
の
と
お
り
休
園
い
た
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆�

休
園
期
間
：
平
成
25
年
２
月
18
日

か
ら
２
月
25
日
ま
で
の
８
日
間

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
児
島
県
霧
島
ア
ー
ト
の
森

　

℡
：
０
９
９
５
‐
７
４
‐
５
９
４
５

✚２月・３月の日曜・祝日当番医 ✚

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡医師会夜
間急病センター（曽於郡医師会立病院内 )」までお問い
合わせください（℡ 482-5899）。

※都城市・北諸県郡管内の休日の救
急診療機関は、電話でのテープ案内

（℡ 0986-23-5555）を行っています
のでご活用ください。

３月

２月

３月

２月
17 日 石神診療所 （内科、皮膚科） ℡ 474-0107

藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

24 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

３日 山口内科 （内 科） ℡ 473-1188

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

10 日 みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

17 日 藤後クリニック （内 科） ℡ 472-1237

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

２ 月 ・ ３ 月 の 行 事 予 定

 ● げんき市（昭和通付近）
　　�毎週金・土曜日（９時～ 15時）

 ● 戌の市（宝満寺公園）
　　�２月 13 日、２月 25 日、３月９日

 ● ぽっぽ市（JR 志布志駅前）
　　�毎月第１日曜日（９時～ 13時）

 ● そば処ちんたら庵（国道２６９号線沿）
　　�火曜日（そば）・日曜日（野菜等販売）
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　３月号は３月 12 日　
　に発行予定です。

２月　志布志市くらしのカレンダー

両親学級（9:20～9:30受付 はぐくみランド）

1歳6ケ月児健康診査/麻疹風疹Ⅰ期予防接種
　　　　   （13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）　

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
女性がん検診（松山地区）※1

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ)
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

第3回水保全シンポジウム（13:00～16:00 市文化会館）
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 本庁３階会議室）※4

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

乳児健康診査/BCG予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

不活化ポリオ予防接種（13:00～13:30受付やっちくふれあいセンター）
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ)
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

掘り出し物市（10:00～11:00 そおリサイクルセンター）

不活化ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談(10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）※2

育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
つどいの広場（10:00～12:00 新橋地区公民館）
年金移動相談所（10：00～15：00 本庁別館A会議室）※3
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）

(日)

5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻研修センター）

子育て講座（10:00～12:00 はぐくみランド）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※３ 年金移動相談は事前予約制になります。本庁市民環境課　　℡474-1111（内線116）までご連絡ください。
※４ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課文書法制係　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。

日曜当番医は35ページに掲載しています
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1歳6ケ月児健康診査/麻疹風疹Ⅰ期予防接種
　　　　   （13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
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